
 

 

 

平成２９年度 

 

上富良野町教育委員会 

 

点検・評価報告書 

 
 
 
 
 
 
 

平成３０年９月 

 

上 富 良 野 町 教 育 委 員 会 

  



目      次 

 

Ⅰ 教育委員会点検・評価の概要 ……………………………………… １ 

 

Ⅱ 教育委員会の活動状況 ……………………………………………… ３ 

 （１）教育委員会の活動 ……………………………………………… ３ 

 （２）教育委員会議 …………………………………………………… ３ 

 （３）学校訪問、各種行事、研修会等への参加 …………………… 10 

 （４）教育委員会議等の評価 ………………………………………… 11 

 

Ⅲ 「教育行政執行方針」に基づく点検・評価 ……………………… 13 

 （１）学校教育班関係 ………………………………………………… 13 

 （２）社会教育班関係 ………………………………………………… 29 

 

Ⅳ 教育行政評価委員会の意見等について …………………………… 53 

 

 

  資料１ 上富良野町教育委員会教育行政評価委員会要綱 ……………… 56 

  資料２ 上富良野町教育委員会教育行政評価委員会委員の構成 ……… 57 

  資料３ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） ………… 57 

  資料４ 平成 29 年度教育行政執行方針  ………………………………… 58 

 

  



1 

Ⅰ 教育委員会点検・評価の概要 

 

１ はじめに 

  「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下「地教行法」という。）の一

部改正により、平成 20 年 4 月から、教育委員会の責任体制の明確化を図るため、

教育委員会は毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を公表するものです。 

 

２ 目 的 

  地教行法第 26 条の規定に基づき、教育委員会は、教育に関する事務の管理及び

執行状況を点検・評価し、効果的な教育行政の推進に資するとともに事務事業の管

理及び執行状況についての透明性の確保と町民への説明責任を果たすことを目的

とします。 

 

３ 点検・評価の内容 

  教育委員会は、平成 29 年第 1 回定例町議会において、「平成 29 年度教育行政執

行方針」に示した事業の実績を主にとりまとめ、それぞれの目標に照らし合わせた

成果を基に内部評価を行い、学識経験者の識見を活用するため教育行政評価委員会

からの意見を聴取し、今後の課題や対応策をまとめ、点検・評価報告書を作成し、

議会に提出・公開し、町民に対して公表します。 

 

４ 議会への報告 

  議会への報告については、「上富良野町教育委員会点検・評価報告書」として、

議会に提出し、その後に公表します。 

 

５ 町民への公表 

  町民への公表に関しては、議会への提出後は町役場の町政情報提供コーナーに

「上富良野町教育委員会点検・評価報告書」を置くとともに町のホームページにも

公開し、町民が閲覧できるようにします。 

 

６ 評価の手法 

① 評価にあたっての着眼点 

 ・教育委員会の活動状況について 

 ・平成 29 年度教育行政執行方針に示した事務事業について 

② 評価対象事業 

  平成 29 年度に実施した事業の内、教育委員会が所管する 38 の事業を対象としま

した。 
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③ 評価方法 

  教育行政点検評価表により、「事業名（評価項目）」・「細事業名（細項目）」・「事

業の目的」・「推進目標」・「事業の概要」・「事業年度」・「事業費」・「検証内容（必要

性・有効性・費用対効果・方向性）」・「評価（達成度・効果度）」・「今後の課題」・「改

善策」を明らかにし、必要性・有効性・効果性などを各分野別において評価を行い、

これにより、問題点を明らかにし、課題や具体的な改善内容を見出し、今後の方向

性を検討するとともに、教育委員会が目指す方針に沿って教育行政が執行されてい

るかの達成度・効果度に着目して総合評価を行いました。 

 

④ 評価結果（事務事業評価） 

  平成 29 年度の点検・評価の結果について、下記の評価基準Ａ～Ｄの 4 段階で集

計を行いました。 

 

         第１表 行政評価（事務事業評価 達成度） 

区  分 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

件  数 21 17 0 0 

構成比（％） 55 45 0 0 

（Ａ：実践が進み成果を上げている Ｂ：実践が進んでいる Ｃ：実践に努めている Ｄ：努力を要する） 

 

         第２表 行政評価（事務事業評価 効果度） 

区  分 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

件  数 24 14 0 0 

構成比（％） 63 37 0 0 

（Ａ：実践が進み成果を上げている Ｂ：実践が進んでいる Ｃ：実践に努めている Ｄ：努力を要する） 

 

         第３表 総合評価 

区  分 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

件  数 19 19 0 0 

構成比（％） 50 50 0 0 

（Ａ：維持・拡大 Ｂ：工夫・改善 Ｃ：縮小 Ｄ：整理統合・廃止）  
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Ⅱ 教育委員会の活動状況 

  平成 29 年度の教育委員会の活動について「教育委員会議」「学校訪問」「研修」

などの項目に分け、教育委員会自身による点検を行いました。 

 

（１）教育委員会の活動 

   教育委員会議は、教育長が主宰し、教育行政の重要な事項や基本方針を決定す

るための会議等を開催し、活動を行っています。 

 

（２）教育委員会議 

   教育委員会議は、教育長が主宰し教育行政の重要な事項や基本方針を決定する

ため、次により定例の会議を 12 回開催しました。 

   また、教育委員会議の際には、都度に協議会を開催し、必要な協議などを行い

ました。 

   この会議において、教育長及び教育委員の 5 名が教育行政の基本方針の決定、

教育に関する規則・訓令の制定をはじめ様々な議題について審議します。 

 

平成 29 年度 教育委員会議開催一覧 

月日（曜日） 活  動  内  容 

 4 月 26 日（水） 平成 29 年第 4 回教育委員会議 

 5 月 23 日（火） 平成 29 年第 5 回教育委員会議 

 6 月 22 日（木） 平成 29 年第 6 回教育委員会議 

 7 月 19 日（水） 平成 29 年第 7 回教育委員会議 

 8 月 24 日（木） 平成 29 年第 8 回教育委員会議 

 9 月 22 日（金） 平成 29 年第 9 回教育委員会議 

10 月 23 日（月） 平成 29 年第 10 回教育委員会議 

11 月 16 日（木） 平成 29 年第 11 回教育委員会議 

12 月 20 日（水） 平成 29 年第 12 回教育委員会議 

 1 月 23 日（火） 平成 30 年第 1 回教育委員会議 

 2 月 21 日（水） 平成 30 年第 2 回教育委員会議 

 3 月 28 日（水） 平成 30 年第 3 回教育委員会議 

 

なお、教育委員会議において議決が必要な事項は、次頁に掲げる事項であり、

それ以外の権限に属する事務は教育長に委任されています。 
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   ○上富良野町教育委員会事務委任規則 

（昭和 48 年 3 月 19 日 教育委員会規則第 1号）  

第 2 条 上富良野町教育委員会（以下「委員会」という。）は次に掲げる事項を除き、

その権限に属する教育事務を教育長に委任する。 

（１）学校教育又は社会教育に関する一般方針を定めること。 

（２）学校、公民館、図書館、郷土館、その他教育機関の設置及び廃止に関すること。 

（３）1件 100 万円を超える教育財産の取得を申し出ること。 

（４）教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免

その他の人事に関すること。 

（５）道費負担教職員の職務の一般方針を定めること。 

（６）前 2号に定めるもののほか、人事の一般方針を定め及び懲戒を行うこと。 

（７）教育長、教育振興課長、主幹、施設長、指導主事、社会教育主事及びその他教

育機関の長の任免を行うこと。 

（８）学校、その他教育機関の敷地の選定及び変更に関すること。 

（９）1件 1,000 万円以上の工事の計画を策定すること。 

（10）条例、規則及び規程の制定、改廃に関すること。 

（11）条例又は規則に定める委員の委嘱に関すること。 

（12）教育費予算、その他議会の議決を経るべき議案について、町長に意見を申し出

ること。 

（13）校長、教員、その他教育関係職員の研修の一般方針を定めること。 

（14）文化財の指定及び解除に関すること。 

（15）通学区域の設定及び変更に関すること。 

（16）児童生徒の出席停止命令の手続きに関すること 

（17）教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関すること 

（18）その他、委員会において必要と認めたこと。  
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参 考 

 

   ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（昭和 31 年法律第 162 号）  

 （教育委員会の職務権限） 

第２１条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務で、次に掲

げるものを管理し、及び執行する。 

（１）教育委員会の所管に属する第 30 条に規定する学校その他の教育機関（以下「学

校その他の教育機関」という。）の設置、管理及び廃止に関すること。 

（２）学校その他の教育機関の用に供する財産（以下「教育財産」という。）の管理

に関すること。 

（３）教育委員会及び学校その他の教育機関の職員の任免その他の人事に関すること。 

（４）学齢生徒及び学齢児童の就学並びに生徒、児童及び幼児の入学、転学及び退学

に関すること。 

（５）学校の組織編制、教育課程、学習指導、生徒指導及び職業指導に関すること。 

（６）教科書その他の教材の取扱いに関すること。 

（７）校舎その他の施設及び教具その他の設備の整備に関すること。 

（８）校長、教員その他の教育関係職員の研修に関すること。 

（９）校長、教員その他の教育関係職員並びに生徒、児童及び幼児の保健、安全、厚

生及び福利に関すること。 

（10）学校その他の教育機関の環境衛生に関すること。 

（11）学校給食に関すること。 

（12）青少年教育、女性教育及び公民館の事業その他社会教育に関すること。 

（13）スポーツに関すること。 

（14）文化財の保護に関すること。 

（15）ユネスコ活動に関すること。 

（16）教育に関する法人に関すること。 

（17）教育に係る調査及び基幹統計その他の統計に関すること。 

（18）所掌事務に係る広報及び所掌事務に係る教育行政に関する相談に関すること。 

（19）前各号に掲げるもののほか、当該地方公共団体の区域内における教育に関する

事務に関すること。  
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教育委員会議の開催状況と議案等 

会議名 議   案   等 

平成 29 年第 4回 

4 月 26 日（水） 

議事案件 

1 上富良野町学校評議員の委嘱について 

報告案件 

1 町立小中学校教職員の人事等について 

2 上富良野町いじめ問題審議会委員の任命について 

3 上富良野町教育支援委員会委員の任命について 

4 上富良野町社会教育委員兼公民館運営審議会委員の委嘱について 

5 上富良野町放課後事業運営協議会委員の委嘱について 

6 上富良野町スポーツ推進委員の委嘱について 

7 工事等の発注状況等について 

平成 29 年第 5回 

5 月 23 日（火） 

議事案件 

1 コミュニティ・スクール（学校運営協議会）設置基本方針の策定につ

いて 

2 上富良野西小学校運営協議会準備委員会設置要綱の制定について 

3 上富良野西小学校運営協議会準備委員会委員の委嘱について 

4 上富良野町立学校規則の一部を改正する規則について 

5 上富良野町立学校職員服務規程の一部を改正する規程について 

6 平成 29 年度上富良野町一般会計(教育費)の補正予算について 

7 上富良野町第 9次社会教育中期計画策定の諮問について 

報告案件 
1 平成29年度上富良野町一般会計(教育費)の補正予算(専決処分)につ

いて 

2 工事等の発注状況について 

3 町立小中学校教職員の人事等について工事等の発注状況等について 

平成 29 年第 6回 

6 月 22 日（木） 

報告案件 

1 工事等の発注状況について 

2 町立小中学校教職員の人事等について 

3 上富良野町立学校職員ストレスチェック制度実施要綱の制定につい 

 て 

4 上富良野町小中学校開校記念等補助金交付要綱の一部改正について 

5 上富良野町立小中学校フッ化物洗口実施要綱の制定について 

平成 29 年第 7回 

7 月 19 日（水） 

議事案件 

1 上富良野町教育委員会表彰審査会委員の委嘱について 

2 上富良野町教育委員会事務局職員の人事発令について 

3 上富良野町教育委員会事務局等組織規則の一部改正について 

報告案件 

1 工事等の発注状況について 

2 学校薬剤師の委嘱について 

3 上富良野町学校体育文化活動参加経費負担要綱の一部改正について 

4 上富良野町特別支援教育連絡協議会設置要綱の全部改正について 

5 上富良野町全国大会等出場参加経費補助金交付要綱の制定について 

平成 29 年第 8回 

8 月 24 日（木） 

議事案件 

1 平成 29 年度上富良野町一般会計(教育費)の補正予算について 

2 平成 30 年度に使用する教科用図書の採択について 

3 平成 28 年度上富良野町教育委員会点検・評価報告について 

4 北海道上富良野高等学校卒業者修学資金貸付条例等の廃止について 

5 上富良野町教育委員会事務局処務規程の一部改正について 

報告案件 

1 町立小中学校教職員の人事等について 
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会議名 議   案   等 

平成 29 年第 9回 

9 月 22 日（金） 

議事案件 

1 上富良野町いじめ問題審議会委員の委嘱について 

2 平成 29 年度上富良野町教育委員会表彰受賞者の決定について 

報告案件 

1 上富良野町教育委員会委員の任命について 

2 工事等の発注状況について 

3 町立小中学校教職員の人事等について 

4 上富良野町就学援助要綱の一部改正について 

平成 29 年第 10 回 

10 月 23 日（月） 

議事案件 

1 平成 29 年度上富良野町教育委員会表彰受賞者(追加分)の決定につい

て 

2 平成 29 年度上富良野町一般会計(教育費)の補正予算について 

報告案件 

1 工事等の発注状況等について 

2 町立小中学校教職員の人事等について 

平成 29 年第 11 回 

11 月 16 日（木） 

議事案件 

1 上富良野町公民館条例の一部改正について 

2 上富良野町集会施設の設置及び管理に関する条例の一部改正につい 

 て 

3 上富良野町多世代交流センター条例の一部改正について 

4 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正について 

5 上富良野町学校運営協議会規則の制定について 

6 平成 29 年度上富良野町一般会計（教育費）補正予算について 

報告案件 

1 町立小中学校教職員の人事等について 

2 上富良野町学校体育文化活動参加経費負担要綱の一部改正について 

平成 29 年第 12 回 

12 月 20 日（水） 

報告案件 

1 町立小中学校教職員の人事等について 

2 上富良野町私立幼稚園特別活動振興事業補助金交付要綱の廃止につ

いて 

平成 30 年第 1回 

1 月 23 日（火） 

議案案件 

1 平成 30 年度全国学力・学習状況調査の実施について 

報告案件 

1 工事等の発注状況について 

2 町立小中学校教職員の人事等について 

平成 30 年第 2回 

2 月 21 日（水） 

議事案件 

1 上富良野町立学校に勤務する非常勤嘱託職員及び臨時職員の服務等

に関する規程の制定について 

2 学校運営協議会委員の任命について 

3 平成 29 年度上富良野町一般会計(教育関係費)補正予算について 

4 平成 30 年度上富良野町教育行政執行方針(案)について 

5 平成 30 年度上富良野町一般会計(教育関係費)予算について 

6 平成 29 年度上富良野町教育賞及び教育奨励賞受賞者の決定について

報告案件 

1 上富良野町スクールバス管理運営要綱の制定について 
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会議名 議   案   等 

平成 30 年第 3回 

3 月 28 日（水） 

議事案件 

1 町立小中学校教職員の人事異動の内申について 

2 上富良野町教育委員会事務局職員の人事発令について 

3 上富良野町立学校管理規則の一部改正について 

報告案件 

1 町立小中学校教職員の人事等について 

2 上富良野町青少年文化芸術大会等参加報奨金支出基準及び上富良野

町青少年文化芸術大会等参加報奨金事務処理要項の制定について 

3 上富良野高等学校通学費等補助金交付要綱の全部改正について 

 

 

教育委員会協議会の開催状況等 

開催日 協 議 事 項 等 

4 月 26 日 

（水） 

1 平成29年度社会教育事業計画について 

2 平成29年度学級編成について 

3 平成29年度上富良野町内小中学校参観日等の予定一覧表について 

4 平成29年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

5 コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）について 

6 その他 

5 月 23 日 

（火） 

1 社会教育事業報告と今後の計画について 

2 平成29年度土曜日の「ちょこっと学習」(自主的な学習)について 

3 その他 

6 月 22 日 

（木） 

1 社会教育事業報告と今後の計画について 

2 平成29年度社会を明るくする運動啓発音楽パレードについて 

3 その他 

7 月 19 日 

（水） 

1 社会教育事業報告と今後の計画について 

2 平成29年度上富良野町教育委員会表彰について 

3 その他 

8 月 24 日 

（木） 

1 社会教育事業報告と今後の計画について 

2 第54回上富良野町総合文化祭事業計画について 

3 全国学力・学習状況調査「北海道版結果報告書」への掲載同意について 

4 平成29年度体力テストの結果について 

5 東中小学校分収林の伐採について 

6 その他 

9 月 22 日 

（金） 

1 社会教育事業報告と今後の計画について 

2 平成 29 年度全国学力・学習状況調査の結果について 

3 平成 29 年度教育委員会学校訪問について 

4 その他 

10 月 23 日 

（月） 

1 社会教育事業報告と今後の計画について 

2 平成 29 年度全国学力・学習状況調査の結果について 

3 平成 29 年度教育委員会学校訪問について 

4 今後の予定について 

5 その他 
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開催日 協 議 事 項 等 

11 月 16 日 

（木） 

1 社会教育事業報告と今後の計画について 

2 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果公表について 

3 その他 

12 月 20 日 

（水） 

1 社会教育事業報告と今後の計画について 

2 平成 30 年度予算（教育費）の概要について 

3 児童生徒指導の現状について 

4 その他 

1 月 23 日 

（火） 

1 社会教育事業報告と今後の計画について 

2 平成 29 年度上富良野町児童生徒表彰について 

3 その他 

2 月 21 日 

（水） 

1 社会教育事業報告と今後の計画について 

2 上富良野西小学校ＣＳ準備委員会の報告について 

3 英語・外国語活動推進委員会の報告について 

4 平成 30 年度夏季休業中の学校閉庁日について 

5 町内各小中学校等の卒業式について 

6 平成 29 年度上富良野町児童生徒表彰授与式について 

7 その他 

3 月 28 日 

（水） 

1 社会教育事業報告と今後の計画について 

2 平成 30 年度行事予定表について 

3 平成 29 年度全国体力・運動能力等調査の結果について 

4 平成 29 年度要保護･準要保護の認定状況について 

5 平成 30 年度小中学校の主行事の予定について 

6 その他 
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（３）学校訪問、各種行事、研修会等への参加 

月 行 事 等 開催場所 

４月 

認定こども園上富良野高田幼稚園入園式 

町立小中学校教職員着任式 

町立小中学校入学式 

道立上富良野高等学校入学式 

上富良野町PTA連合会総会 

いしずえ大学入学式 

上川管内教育委員会連合会総会・研修会 

上富良野高等学校教育振興会総会 

高田幼稚園 

社会教育総合センター

全小中学校 

上富良野高等学校 

上富良野西小学校 

保健福祉総合センター

旭川市 

上富良野高等学校 

５月 

転入教職員町内公共施設見学会 

上富良野中学校体育大会 

上川教育局教育委員会訪問 

青少年健全育成をすすめる会理事会 

上富良野小学校運動会 

町内 

上富良野中学校 

社会教育総合センター

社会教育総合センター

上富良野小学校 

６月 

学校経営訪問指導（上川教育局指導監） 

上富良野西小学校運動会 

東中小学校運動会 

町議会定例会 

認定こども園上富良野高田幼稚園運動会 

全小中学校 

上富良野西小学校 

東中小学校 

役場 

高田幼稚園 

７月 

戦没者追悼式 

社会を明るくする運動啓発音楽パレード 

北海道市町村教育委員会委員研修会 

津市友好提携20周年事業 

上川管内言語障害教育研究大会 

夏季巡回ラジオ体操（NHK） 

保健福祉総合センター

町内 

札幌市 

町内 

美瑛町 

社会教育総合センター

８月 

開拓記念館開館20周年イベント 

教育委員会教育行政評価委員会 

なかよしサミット 

開拓記念館 

社会教育総合センター

社会教育総合センター

９月 

上富良野中学校学校祭 

町議会定例会 

上富良野町教育研究大会 

教育委員会表彰審査会 

上富良野中学校 

役場 

上富良野西小学校 

社会教育総合センター

10月 

就学時健診 

東中小学校学芸会 

上富良野小学校学芸会 

上川管内教育委員会連合会教育委員研修会 

上富良野町PTA連合会講演会 

社会教育総合センター

東中小学校 

上富良野小学校 

東川町 

上富良野小学校 
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月 行 事 等 開催場所 

11月 

総合文化祭･表彰式 

札幌上富良野会総会 

上富良野西小学校チャレンジ博覧会 

ＮＨＫのど自慢 

学校経営訪問指導（上川教育局指導監） 

 

教育委員学校訪問 

上富良野西小学校開校50周年記念式典 

社会教育総合センター

札幌市 

上富良野西小学校 

社会教育総合センター

上富良野小、上富良野

西小、上富良野中 

全小中学校 

上富良野西小学校 

12月 

町議会定例会 

教育支援委員会 

総合教育会議 

役場 

社会教育総合センター

役場 

１月 
町民新年交礼会 

成人式 

消防 

保健福祉総合センター

２月 

上川南部教育委員会委員研修会 

教育賞・教育奨励賞表彰式 

町体育協会50周年記念式典 

占冠村 

上富良野高等学校 

町内 

３月 

道立上富良野高等学校卒業式 

教育賞・教育奨励賞表彰式 

教育賞・教育奨励賞表彰式 

 

いじめ問題審議会 

町議会定例会 

いしずえ大学卒業式 

町立小中学校卒業式 

認定こども園上富良野高田幼稚園卒園式 

町立小中学校教職員離任式 

上富良野高等学校 

全小中学校 

高田幼稚園、わかば中央

保育園、わかば愛育園 

社会教育総合センター

役場 

公民館 

全小中学校 

高田幼稚園 

社会教育総合センター

※開催場所の表記は、略称にしている場合があります。 

 

（４）教育委員会議等について 

 ① 教育委員会議について 

   平成 27 年 4 月から新たな地方教育行政制度の施行に伴い、平成 28 年 10 月か

ら教育委員長と教育長を一本化した新「教育長」となり、会議の主宰者が、教育

委員長から教育長に移行されたところであります。 

   教育委員会の規則や規程の改正、各種委員の承認等、事務的な手続きによるも

の以外については、各委員の高い識見と課題解決に向けた積極的な発言が多くあ

りました。 

   また、教育長からの諸般の報告の中では、各委員に対し会議や行事など特徴的

なものを詳しく述べるなど各委員への情報提供等に努め、円滑な議事が進められ

ました。  
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   議案審議については、議案説明や質疑を通じ、慎重な審議が必要な案件につい

ては、しっかりと時間をかけて議論することができるよう、説明や資料の提示や

方法等の工夫に努めました。 

 ② 学校訪問、各種行事、研修会等への参加 

  ア 学校訪問（教育委員）については、計画的に訪問し、それぞれの学校の取り

組み等について学校長・教頭から説明を受けた後、児童生徒の学習の様子を見

学するとともに、子ども達の学校での生活状況や学校の運営方針、施設、教育

環境等、様々な視点で、各学校の特徴や抱えている課題等を把握することに努

めました。 

また、上富良野小学校において学校給食を児童、教諭とともに体験し、子ど

も達との交流を図りました。 

  イ 学校経営訪問指導については、上川教育局義務教育指導監が町内の全小中学

校を訪問し、学校長・教頭から学校の取り組みなどの説明を受けるとともに授

業の視察を行い、学校経営に対する個別の指導助言を受けました。 

    その後、特に必要な学校においては、別日程で個別に訪問を受け学校経営に

役立てることができました。 

  ウ 小中学校の入学式、卒業式、運動会、体育祭、学芸会、学校祭等の各種学校

行事に教育委員会を代表して各委員が出席しました。 

  エ 町の表彰式や教育委員会が主管する教職員の離着任式、成人式等に出席する

とともに全道、上川管内、富良野沿線の委員研修に精力的に参加し、教育委員

自身の自己研鑽に努めました。 

  オ 教育委員会議の審議内容については、町役場の町政情報提供コーナーにおい

て公開し、町のホームページにも公開しています。 

    今後も、教育委員会や学校等で取り組んでいる状況について、町民の理解と

協力を一層得るために、引き続き町の広報やホームページの活用を進めてまい

ります。 

 ③ 教育委員会の表彰 

   教育委員会の表彰として、文化の日に町の表彰式において、教育と文化に優秀

な成績を収めたの個人、団体に対して、教育長からそれぞれに文化功労賞・奨励

賞及びスポーツ奨励賞の授与を行いました。 

   また、学校での成績や学芸のほか学校や社会生活において努力が認められる子

どもたちに教育賞、教育奨励賞を各教育委員からそれぞれの学校及び認定こども

園において表彰状の授与を行いました。 
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Ⅲ 「教育行政執行方針」に基づく点検・評価 

 

（１）学校教育班関係 

 評 価 項 目 細 項 目 

１  学校教育 

 ① 学校教育アドバイザー配置 

 ② 全国学力・学習状況調査 

 ③ 上富良野町学力向上プラン 

 ④ コミュニティ・スクール導入 

２  児童生徒の指導 
①  心の教室相談員等配置 

 ② いじめ防止対策 

３  特別支援教育 

①  特別支援教育指導助手配置 

②  特別支援教育連絡協議会 

 ③ 教育支援委員会 

４  学校危機管理 ① 危機管理体制の充実 

５  へき地・複式教育 ① 特色を生かした学校づくり 

６  教育環境整備 ① 上富良野中学校整備 

７  国際理解教育  ① 外国語指導助手の配置 

８  道立上富良野高校への支援  ① 上富良野高等学校教育振興補助 

９  姉妹校交流事業  ① 姉妹校交流事業 
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 １ 学校教育 細項目 ① 学校教育アドバイザー配置 

推進目標
学校・家庭・地域の連携強化を図

る。 目  的 

新学習指導要領が告示され、学校教育の基本の見直しが進められる中で、学ぶ意欲や学力の

低下、学習習慣の未成熟、規範意識の低下や倫理観の希薄化、社会的自立の遅れやいじめ・不

登校など大きな課題が生じている。 

学校教育に求められる役割が変化し、増大する中で、一般行政職では専門性の高い対応を図

ることが難しくなっていることから、知識と経験を持つ教育職員を配置し、専門的な視点で学

校に対する指導助言を行うとともに、学習環境の整備を図ることを目的とする。 

概  要 

教育委員会と町内各小中学校の連携強化を図り、各学校長と協力し、学校管理運営の充実を

図る。「いじめ」「不登校」「問題行動」に対する早期発見、早期対応、早期解決のため、各学

校を訪問し、教職員に対し適切な指導と助言等を行う。 

 確かな学力の向上の取組みとして、家庭学習の習慣化の推進、長期休業及び土曜日の学習支

援事業を実施する。 

事業年度
開始 終了  

Ｈ20 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

2,345 千円 2,336 千円 9千円 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 教委及び学校の実情を理解したうえでの専門性の高い指導が必要となっている。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 学校と教委事務局との調整、専門的な視点での対応ができる。 Ａ Ａ Ａ 

費用対効果 各教委事務局に必要な「指導主事」の役割も担っており、費用以上の効果が得られている。
（理由・説明） 

 今後も新たな課題などに的確な対応を図る。 
方 向 性 

 学ぶ意欲や学力の低下、学習習慣の未成熟、規範意識の低下や倫理観の希薄化、社会的

自立の遅れやいじめ問題など様々な課題解決に向け継続的な配置が必要である。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

 様々な課題に対応するため、学校教育アドバイザーの活用領域を広げ、教育環境の体制づくりを更に推進していく必要がある。 

改   善   策 

学校教育の幅広い分野において、経験と知識を活用し、学校に対する指導助言を行うと共に学校・家庭・地域の連携をより一層強化して

いく。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 １ 学校教育 細項目 ② 全国学力・学習状況調査 

推進目標

教育に関する継続的な検証改善サ

イクルの確立と児童生徒の生活習

慣・学習習慣の見直し、改善を図る。 目  的 

 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、児童生徒の学力や学習状況

から成果と課題を把握・分析・検証することにより、教育指導の充実や学習状況の改

善に役立てる。 

概  要 

 実 施 日  平成 29 年 4 月 18 日（火） 

上富良野小学校・上富良野西小学校・東中小学校・上富良野中学校 

 調査対象   小学６年生、中学３年生 

 調査教科   小学６年生 国語・算数・児童質問紙 

 中学３年生 国語・数学・生徒質問紙 

事業年度
開始 終了  

平成 19 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

無 無  

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 学習や生活状況を把握・分析し、改善を図るため必要な調査である。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 全国又は全道と比較し、本町の児童生徒の学習状況や生活習慣の実態が把握できる。 Ｂ  Ａ Ｂ 

費用対効果 町の費用負担は無く、効果的に実施されている。 （理由・説明） 

小中学校においては、調査が適正に実施され、確

かな学力育成プランの策定に役立てられている。 方 向 性 
引き続き全国学力・学習状況等調査に参加し、実態把握及び結果分析から、学習指導

の改善を図る。 

今後の取組 

今 後 の 課 題 

・家庭学習の定着に課題はあるものの、家庭生活や学校生活などの基本的生活習慣や道徳心は概ね身に付いている。 

・学力面では、小学生は国語・算数ともに全国平均をやや下回り、中学生では国語が全国平均を下回る結果となった。特に、小学生の図形

（算数）、中学生の伝統的な言語文化（国語）の分野で、大きく下回るとともに、読むこと、書くことに課題が見られた。 

・家庭生活では引き続きテレビ、インターネット、ゲームに費やす時間が多く、家庭学習の定着に影響が見られる。 

改  善  策 

・「確かな学力育成プラン」に基づく小・中学校が連携した授業改善及び具体的方策の推進 

・先進校への視察や公開研究会の開催など、教職員の授業における技術向上に向けた取り組み 

・「家庭学習のすすめ」に基づく、学校と家庭が連携した学習習慣・生活習慣の定着に向けた取り組み 

・文章理解の改善につながる読書推進の取り組み 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 １ 学校教育 細項目 ③ 上富良野町学力向上プラン 

推進目標 

上富良野町教育委員会としての方策

をもとに、各学校は、成果と課題、子ど

もの実態を確認し、学力向上の具体策を

立て実践を推進する。 
目  的 

 全国学力･学習状況調査から全国や道内での学力、生活習慣等の状況を把握し、

明らかとなった課題などを踏まえ、上富っ子の学力向上をめざした取組を構築す

る。 

概  要 

町としての学力向上プランの作成と実践 

・検証や分析から成果と課題を示し、学力向上への方策を各学校に示す。 

・各学校は、成果と課題を明確にして具体的な方策を策定し、教育委員会に報告

する。 

・各学校は、具体的な方策を実践し、年度途中にその成果と課題を報告する。 

事業年度 
開始 終了  

平成 21 年度 継続 

事業費 
（単位：千円） 

予算額 決算額 差引 

無 無  

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
各学校の教職員が具体的な方策を共有し、児童生徒に対し効果的な指導を行う

ため必要不可欠のものである。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
プラン策定により、実践する内容が明確にすることができる。 

成果と課題を定期的に見直すことで、具体的な実践策を講じることができる。 
Ｂ Ｂ Ｂ 

費用対効果  町の費用負担は無く、効果的に実施されている。 （理由・説明） 

常に実践に努め、進んでおり、一定の成果も見られ

る、と同時に、継続した工夫・改善が必要である。 方 向 性 
・各学校の組織的な体制づくりの推進 

・学習規律の定着、児童生徒の学習意欲向上に向けた取り組みの推進 

今後の取組 

今 後 の 課 題 

・新学習指導要領に基づく新教科、「道徳」「外国語」の指導力向上 

・主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の実現 

改  善  策 

・各学校の情報共有の強化 

・研修の充実 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止 
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 1 学校教育 細項目 ④ コミュニティ・スクール導入 

推進目標 全校コミュニティ・スクール導入 
目  的 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、学校運営協議会を設置するこ

とにより、学校が地域と一体となって子どもたちを育む「地域とともにある学校づく

り」を推進することを目的とする。 

概  要 

上富良野西小学校で平成 29 年度中のコミュニティ・スクール導入を目指し、準備

委員会を設置。 

・導入基本方針及び学校運営協議会規則の制定 

・準備委員会開催、研修会開催(2 回）、道北ブロック研修会参加、広報啓発活動 

H30.3 月…上富良野西小学校運営協議会設置、第 1回運営協議会開催 

・学校運営方針承認  ・学校評価  ・学校運営参画 

事業年度 
開始 終了  

平成29年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

50 千円 50 千円 ０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 法改正により設置が努力義務となり、開かれた学校づくりが強く求められている。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 制度として、地域の意見を求める環境ができ、地域との協働が進む。 Ｂ Ｂ Ｂ 

費用対効果 今後の活動状況によっては、費用負担の増大も見込まれる。 
（理由・説明） 

 平成 30 年度、全校への設置を目指す。 
方 向 性 平成 30 年度に西小以外の３校のコミュニティ・スクール導入を進める。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・地域の理解と協力⇒学校と地域のコーディネート体制 

・学校運営協議会委員の人選 

・学校運営協議会による学校評価の充実 

改  善  策 

・学校と地域のコーディネート体制の充実 

・学校長がリーダーシップを発揮できる環境づくり 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止 
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 ２ 児童生徒の指導 細項目 ① 心の教室相談員等配置 

推進目標 不登校児童生徒の相談体制整備 
目  的 

 生徒の悩みや不安を気軽に相談できる相談員の配置、スクールカウンセラーの配置

により、不登校児童生徒及び保護者の相談体制整備を図る。 

概  要 

 上富良野中学校に相談員配置（週 3日以内(40 週)、1日４時間の相談活動） 

 ・生徒の話し相手・悩み相談 

 ・平成 29 年度相談件数：85 件（平成 28 年度：129 件） 

 北海道スクールカウンセラー配置事業（臨床心理士 124 時間/年)の追加配置 

 ・不登校児童及び保護者等のカウンセリング 

事業年度 
開始 終了  

平成10年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

800 千円 770 千円 30 千円 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性  近年、不登校の児童生徒が増えており、専門的な対応の必要性が増大 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性  教職員では対応が難しいケースが多く、専門的な相談対応ができる。 Ａ Ａ Ａ 

費用対効果  道の派遣事業を活用し効率的に実施 （理由・説明） 

家庭環境の多様化、不登校要因の複雑化等により、

対応に専門性が求めらている。 方 向 性  更なる相談体制の充実 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

 児童生徒の「心の問題」は、学力や友達関係のみならず、家庭環境、養育歴など複雑化、多様化しており、不登校児童生徒の増大と低年

齢化が進んでいる。 

現状の配置時間では十分な対応が難しくなっているとともに、相談後の具体的な支援策が課題となっている。 

専門的な相談支援が必要なケースが増えている。 

改  善  策 

 現行体制おいては、関係機関との連携強化により対応の充実を図る。 

将来的には、スクールソーシャルワーカーの活用や、保健福祉部門との連携による専門相談員の常勤配置も視野に相談支援体制の構築を

検討するともに、相談後の支援策の研究を進める。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 ２ 児童生徒の指導 細項目 ② いじめ防止対策 

推進目標 いじめの未然防止や早期対応を図る。 
目  的 

 いじめの未然防止、いじめの早期発見及びいじめの早期解消にのための対策に関し

総合的かつ効果的に推進し、児童生徒が互いの違いを認め合い、支え合いながら健や

かに成長できる環境の形成に寄与する。 

概  要 

 国・道のいじめ防止対策と連携した取り組みを進めるとともに、町及び各学校のい

じめ防止基本方針に基づき、いじめの未然防止と早期発見・早期解消に取り組む。 

 あらゆる機会を通じて、いじめの早期発見、早期対応に取り組む。 

・フリーダイヤル相談電話の設置(かみふらの あんしんライン) 

・各種相談窓口の周知、紹介カードの配布 

事業年度 
開始 終了  

平成27年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

51 千円 22 千円 21 千円 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性  児童･生徒のいじめの未然防止や早期対応に必要不可欠である。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性  軽微な事案に慎重に対応することにより、重大事案を防ぐことができる。 Ａ Ａ Ａ 

費用対効果  少額の予算で重要な取り組みである。 （理由・説明） 

いじめの未然防止やいじめの早期発見･早期解消に

必要である。 方 向 性 
 国や道の対策、学校におけるいじめ防止基本方針など連携した取り組みを推進す

る。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・子どもたちが、相談しやすい環境づくり 

・国・道の基本方針改訂に沿った、町の基本方針見直し 

改  善  策 

小さないじめは常にあることを前提に、緊張感をもって、児童生徒の日常の様子に配慮する。 

校内の情報共有はもちろんのこと、家庭や地域、関係機関との連携により、子どもたちを見守る体制づくりをすすめる。 

相談窓口の広報啓発、相談体制の整備 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 ３ 特別支援教育 細項目 ① 特別支援教育指導助手配置 

推進目標 
 支援が必要な児童生徒、一人ひとり

のニーズに応じた教育の推進 目  的 
 特別支援教育対象児童生徒一人ひとりのニーズに応じた教育の推進のため、日常生

活や学習支援、安全確保など学習活動上のサポートを行う。 

概  要 

上富良野小 2名・上富良野西小 1名・上富良野中 1名を配置 

学校長の指示に従い、個別の支援が必要な児童生徒に対し支援する。 

特別支援教育指導助手の主な業務内容 

① 日常生活支援  ②学習支援  ③学習活動や移動等に関わる支援  

④健康・安全確保 ⑤学校行事における支援 ⑥周囲の児童生徒の障がい理解の促進

⑦保護者との連携 ⑧その他 

 ※平成 29 年度より、安全面での個別支援の必要から、上小 1名から 2名に増員 

事業年度 
開始 終了  

平成16年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

8,068 千円 8,067 千円 1千円 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性  児童生徒の個別支援には必要不可欠な人材である。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 個別の支援が必要な児童生徒の個別ニーズに対応した、適切な支援ができる。 Ａ Ａ Ａ 

費用対効果  非常勤嘱託職員として任用し、限られた予算で効率的に実施 （理由・説明） 

個別の支援が必要な児童生徒に対し、適切に支援

することができている。 方 向 性  個々に応じた教育のため、特別支援教育指導助手の配置を継続 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・支援が必要な児童生徒の増加及びインクルーシブ教育の推進に伴う支援体制の整備 

・教員免許を有する人材の確保と専門性の向上 

改  善  策 

・指導助手の任用要件の見直し（教員以外の資格要件の拡大） 

・研修機会の確保 

・各学校と保健福祉課、発達支援センター、認定こども園、保育所との情報共有を図り、継続した支援を行う。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 ３ 特別支援教育 細項目 ② 特別支援教育連絡協議会 

推進目標 幼児及び児童生徒の支援体制の充実 
目  的 

 個別の支援が必要な幼児及び児童生徒の支援にあたり、関係機関が連携し、相談や

指導体制の充実を図る。 

概  要 

・教育・福祉・保健等の関係機関の情報共有 

・すくらむかみふの活用推進 

・就学に関する相談体制充実の研究・推進 

・特別支援教育に関する研修実施 

 ※構成組織 

 ・小中学校・教育保育施設(こども園、保育所)・保健福祉課(子育て支援班、子ど

もセンター、健康推進班) 

事業年度
開始 終了 

 
平成 17 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

無 無  

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
 特別支援教育の充実を図るために、個々のニーズに対応するため、関係機関との連

携を図り、きめ細やかな指導や支援を行う必要がある。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
 学校・関係機関との連携体制の充実により、対象児童のニーズに応じた適切な指導

と幼児期から就学期の切れ目ない支援ができる。 
Ａ Ｂ Ａ 

費用対効果 活動充実に向けて、必要な予算を措置する。 
（理由・説明） 

 協議会を開催し、各関係組織と連携を進めた。 
方 向 性 

 地域や関係機関との連携による支援体制の整備促進に努め、児童生徒の教育的ニー

ズに応じた指導・支援が行える体制整備を図る。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・関係機関との情報共有、相談支援体制の充実による円滑な就学 

・幼保・小・中と福祉サービスとが連携した、切れ目のない支援 

・就学後の特別支援体制の充実 

改  善  策 

・特別支援教育連絡協議会の継続した活動 

・関係機関との連携・協力体制の構築 

・「すくらむ」の有効活用の取り組み 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 ３ 特別支援教育 細項目 ③ 教育支援委員会 

推進目標 児童生徒の就学の適正を図る。 
目  的  児童生徒の就学先の決定にあたり、広く専門的な意見を求め、適正な就学を図る。

概  要 

・入学又は進学する児童生徒の就学先の決定等に関し審議を行う。 

・経過観察児童の状況確認、在籍児童生徒の支援の要否について審議を行う。 

  H30 新入学児童（97人、うち 40 人 2 次検査対象） 

・特別支援学級対象児童数   19 人 

・ことばの教室通級対象児童数 10 人 

・経過観察対象児童      8 人 

事業年度
開始 終了  

昭和 53 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

123 千円 112 千円 11 千円 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 就学先の決定にあたっては、様々な観点で支援の要否と内容を判断する必要がある。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 就学先の決定にあたり、専門的な視点で、幅広い意見を求めることができる。 Ｂ Ａ Ｂ 

費用対効果 必要最小限の予算で実施 （理由・説明） 

 早期からの就学相談、在籍児童生徒の年度途中の

審議の方法に改善が必要 方 向 性 特別支援対象児童の増加に伴い拡充 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・就学相談を含めた相談支援体制の確立…早期からの就学相談対応、保護者対応 

・インクルーシブ教育と個別支援のバランス 

・在籍児童生徒の年度途中の審議 

改  善  策 

・特別支援連絡協議会との連携による情報共有、早期相談 

・教育相談のための情報共有がスムーズに出来る仕組み作り 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 ４ 学校危機管理 細項目 ① 危機管理体制の充実 

推進目標 危機管理体制の整備及び共有 
目  的 

・児童生徒及び教職員の安全確保 

・組織的で迅速かつ的確な対応により、学校生活の安定を確保する。 

概  要 

学校危機管理マニュアルの整備及び各学校への周知、指導 

平成 22 年 9 月に初期対応マニュアルを作成、平成 23 年に防災関係の対応を追加。

平成 29 年度に再度配付周知を行った。 

地域住民及び PTA 等による見守り活動、通学路安全推進会議、関係機関との協力に

より、地域総ぐるみでの、児童生徒の登下校時の交通安全と犯罪防止 

事業年度
開始 終了  

平成 22 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

無 無  

検 証 内 容 評  価 

必 要 性  児童生徒及び教職員の安全を確保するために必要 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性  緊急の事態、未経験の事態への対応、学校生活の安全確保に有効 Ｂ Ｂ Ｂ 

費用対効果  予算措置なし 
（理由・説明） 

 学校危機管理マニュアルの見直しを適宜行う。 
方 向 性  国・道の危機管理対応に準じ、地域の特性に合った危機管理体制整備 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・新たな危機への対応策追加（国・道ではミサイル発射予告への対応策追加） 

・安全マップの見直し、通学路安全点検 

改  善  策 

・危機管理マニュアルの改訂 

・町生活安全推進協議会と協議し、安全マップの見直し 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 ５ へき地・複式教育 細項目 ① 特色を生かした学校づくり 

推進目標  東中小学校の特色を生かす学校運営 
目  的 

 へき地学校・複式教育の充実とともに、豊かな自然や小規模校の利点を生かした教

育を実践する。町内全域からの就学希望児童を受け入れる特認校として、魅力ある学

校づくり進める。 

概  要 

・地域や自然に親しむ活動 

・勤労・体験学習、 

・学校種間の交流・集合学習 

・へき地・複式教育の研究、交流 

・平成 27 年度に特認校指定（校区に関わらず全町から就学可） 

事業年度
開始 終了  

平成 27 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

7,408 千円 7,294 千円 114 千円 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 多様な教育ニーズに対応できる。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
小規模校の特色を生かし、子ども一人ひとりの個性を伸長させ、豊かな人間性を培

うことができる 
Ａ Ａ Ａ 

費用対効果 限られた予算の中で効率的に実施している。 （理由・説明） 

 小規模校の特性を生かした学習活動が実施され

ている。 方 向 性 特色ある教育活動や心のふれあいを通じ、個々のニーズに対応した学習機会を提供

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・へき地・複式教育の特性を生かした特色ある教育活動の推進 

・特認校制度の周知広報と児童数の確保 

改  善  策 

・小規模・少人数の利点を生かし、地域に根ざした特色あるふるさと学習、体験学習、交流学習、集合学習のさらなる充実を図る。 

・新入学児童又は転入児童に対し、特認校制度を周知する。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 ６ 教育環境整備 細項目 ① 上富良野中学校整備 

推進目標 
安全・安心の確保 

高機能で多機能な学習空間の整備 目  的  上富良野中学校校舎の耐震補強と老朽改修により、快適な学習環境を整備する。 

概  要 

上富良野中学校校舎の耐震補強と老朽改修工事 

・第１期工事…管理・普通教室棟 平成 27・28 年度完了（RC 造 3 階建、4,206 ㎡） 

・第 2期工事…特別教室棟 平成 29 年度（RC 造 2 階建、1,448 ㎡取り壊し） 

（RC 造 1 階建、441 ㎡改修、627 ㎡新築） 

・特別教室備品整備…多目的室、理科室、美術室の机・椅子 

・外構工事……H28 実施設計、H30 工事 

・消防用設備改修工事 

・講堂屋外ホームタンク設置工事 

事業年度 

開始 終了  

平成27年度 平成30年度

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

471,221 千円 459,259 千円 11,962 千円 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性  施設の老朽化と安全確保のため更新を図る必要がある。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性  施設の更新による環境の改善と安全性が図られる。 Ａ Ａ Ａ 

費用対効果  施設の更新のため有効と判断する。 
（理由・説明） 

教育環境整備の推進が図られる。 
方 向 性  計画通り工事を実施し、教育環境の整備を進める。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・工事の進捗状況確認とともに学校運営及び生徒の安全確保の調整 

・外構工事の円滑な実施 

・講堂の改修（H30 年度予定：トイレ洋式化、基礎、渡り廊下等） 

改  善  策 

・学校、教育委員会、工事関係者と定期的に打ち合わせを実施し、計画通り工事を実施する。 

・外構工事、講堂改修工事の細部の打ち合わせをしっかり行う。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 ７ 国際理解教育 細項目 ①  外国語指導助手の配置 

推進目標 

 ネイティブな英語に触れるととも

に、外国の文化や生活習慣を学び、国

際理解教育の向上を図る。 目  的 
 町内の小中学校に外国語指導助手を配置することにより、英語に慣れ親しみ、日常

会話や外国の文化、生活、習慣などを学ぶとともに、英語力の向上を図る。 

概  要 

・町内の小中学校に外国語指導助手を配置し、英語教育の TT として活用 

・教育・保育施設及び上富良野高校に派遣し、英語に親しむ機会を通じ国際理解を深

める。 

・英語教室やハロウィンなどの社会教育事業を実施し、町民全体が英語に親しむ機会

を提供 

  

事業年度 
開始 終了 

 
平成 4年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

7,748 千円 7,730 千円 18 千円 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性  新学習指導要領による外国語教育においては必要不可欠である。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性  外国語教育において、コミュニケーション能力の育成に非常に有効である。 Ａ Ａ Ａ 

費用対効果  限られた予算の中で効率的に実施している。 
（理由・説明） 

 英語教育、国際理解教育の充実が進んでいる。 
方 向 性  新学習指導要領による外国語教育に基づき更なる拡充をすすめる。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・平成 29 年 3 月に告示された新学習要領による小学校の外国語・外国語活動の拡大に伴う、ＡＬＴと連携した今後の指導体制構築 

・将来的な人材確保 

改  善  策 

・英語・外国語活動推進委員会において、外国語・外国語活動におけるＡＬＴの活用検討 

・人材確保のため早期からの情報収集とＡＬＴネットワーク作りのためＡＬＴ研修等への出席等を進める。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     

評価項目 
８ 道立上富良野高校 

への支援 
細項目 ① 上富良野高等学校教育振興補助 

推進目標

上富良野高等学校の特色ある学校づ

くりを進める。 

 目  的 

 北海道上富良野高等学校の将来的展望に基づき教育環境整備を促進し、特色ある地

域に根ざした魅力ある学校づくりを進める。また、少子化による生徒数の減少が続く

中、地元高校の存続するため、助成策を講じて、町の活性化に寄与していく。 

概  要 

 ・学校、生徒の学習等への支援  

 ・特別活動、ボランティア活動への支援 

 ・生徒会活動、部活動、学校行事、教育環境整備、学校開放講座への支援 

・特色ある学校づくり対策への支援…H29 新規で介護初任者研修受講料支援 7 名

受講 

・交通費、下宿費、就学支援金、入学準備金の交付 

※平成 29 年度入学者 31 名（平成 28 年度入学者 34 名） 

事業年度
開始 終了  

 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

10,370 千円 10,025 千円 345 千円 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性  上富良野高等学校が存続するためにも必要である。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性  特色ある地域に根ざした学校づくりの振興に有効性が高い。 Ａ Ａ Ａ 

費用対効果 限られた予算の中で効率的に実施している。 
（理由・説明） 

一定数の入学者が確保されている。 
方 向 性  学校ニーズに応じた支援を行うとともに、地域根ざした学校づくりを支援 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・入学者確保に結びつく新たな取り組みの検討 

・特色ある学校づくりの取組（ジオパーク活動、泥流地帯の映画化対策） 

・就学支援金等の経済的支援策の周知 

改  善  策 

・上富良野高校との連携・協力の強化 

・保護者に対する経済的負担の軽減策の継続とともに事業の周知及び事務手続きの簡素化を図る。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  学校教育班     
評価項目 ９ 姉妹校交流事業 細項目 ① 姉妹校交流事業 

推進目標

三重県津市安東小学校と上富良野町

立西小学校との姉妹校交流の推進 

 目  的 

 上富良野町立西小学校と三重県津市安東小学校(上富良野町の開拓の祖田中常次郎

の出身校区)の姉妹校交流を推進するため、交流会、交歓会、ホームステイ等の交流

活動の場を通じて心豊かな子どもを育てる。 

概  要 

・地場産野菜などの物的交流（毎年） 

・三重県津市安東小学校との訪問交流（3年毎） 

※上富良野西小と安東小の姉妹校交流については、平成 9年に姉妹校提携以来 3年

サイクルで上富良野西小が津市への訪問・安東小が上富良野町に来訪し、物的交

流の事業を毎年展開している。 

・平成 29 年度は、物的交流及び安東小学校への訪問交流を実施 

事業年度
開始 終了  

平成 10 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

560 千円 550 千円 10 千円 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性  両校の伝統や地域のよさを学び心豊かな子どもを育てる場として必要である。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
 先人の勇気と強い心を学び、交流を通じて友情を築きながら、心豊かな子どもたち

を育てることができる。 
Ａ Ａ Ａ 

費用対効果  限られた予算の中で効率的に実施している。 （理由・説明） 

 両校の子ども達の交流を通じて、お互いの地域文

化を理解することができている。 方 向 性  今後においても両校との連携を図り、交流を継続する。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

 両校の伝統や地域のよさを学ぶことにより、絆が強まり心豊かな子どもを育てることができるため、継続した交流を続ける必要がある。 

改  善  策 

 交流における出会いを大切にし、個人的な友情やつながりを発展させるなど将来に結びつく交流の働きかけを図る。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止 
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（２）社会教育班関係 

 

 評 価 項 目 細 項 目 

１  家庭教育  ① 家庭教育力の向上対策 

２  青少年教育 

① 子ども会育成協議会 

② スポーツ少年団育成事業 

③ 青少年団体協議会 

３  放課後プラン事業 
 ① 放課後スクール事業 

 ② 放課後クラブ事業 

４  成人・高齢者教育 
 ① いしずえ大学 

 ② 女性学級（女性教育） 

５  文化芸術の振興 

 ① 総合文化祭 

 ② 上富良野町文化連盟活動事業補助 

 ③ 自主企画芸術鑑賞補助 

６  図書館運営 
 ① 図書館管理運営 

 ② 読書普及活動 

７  文化財・歴史の保存活用 
 ① 指定文化財保存 

 ② 郷土館・開拓記念館管理運営 

８  スポーツ振興 

 ① スポーツ団体（体協）補助 

 ② スポーツ普及活動 

 ③ 運動公園の管理運営 

９  社会教育施設の管理等 

 ① 公民館管理運営 

 ② 各公民館分館管理運営 

 ③ 社会教育総合センター管理運営 

 ④ Ｂ＆Ｇプール管理運営 

 ⑤ パークゴルフ場管理運営 
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 １ 家庭教育 細項目 ① 家庭教育力の向上対策 

推進目標 家庭教育力の向上を図る。 
目  的 

家庭は、子ども達の健やかな育ちの基盤であり、すべての教育の出発点である。

子育てや家庭教育を支える地域環境が大きく変化している中、地域全体で子どもや

家庭を見守り育てるため、教育分野や福祉分野が連携し、子育て支援を行う。 

概  要 

（教育分野） 

・親の子育て支援に関する学習機会の提供、情報提供を行う。 

(1)道民家庭の日の普及促進（啓発パンフレット・ポスターを各学校に配布、町広報

誌 5月 10 日号掲載、機関誌ほのぼのに掲載） 

(2)家庭教育学級の開設（すこやか子育てセミナーなど） 

(3)早ね早おき朝ごはんの取り組み、啓発活動（わくわく合宿・子ども会ラジオ体操

カード配布に合わせてリーフレット配布、生活リズムチェックシート活用） 

(4)子育てサークルの活動サポート（各種情報の提供） 

(5)広報誌に家庭教育シリーズの掲載（8/10～2/10 の年４回） ※校長会 

(6)家庭教育にかかる研修会の開催（町ＰＴＡ連合会との連携） 

事業年度
開始 終了  

 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

１０ １０ ０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
親に対する多様な学習の機会及び情報の提供を行い、家庭教育の自主性を尊重しつ

つ、自らの役割と責任を果たす親の自覚を促すことが必要である。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
家庭のあり方など、親同士の交流、情報交換、地域コミュニケーションのツールと

して有効である。 
Ｂ Ｂ Ｂ 

費用対効果 
講演会の講師にかかる経費を計上。現在の人的体制や経常経費の中で対応が図られ

ている。 
（理由・説明） 

家庭教育を支援する環境は重要であり、今後も支

援が必要である。 方 向 性 関係機関と連携しながら、家庭教育の支援を行う。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

核家族化の進展や共働き等によって家庭教育に割ける時間や労力が少ない中で、言葉や生活習慣、コミュニケーションなど生きていく上

での必要な素養を身につけるよう関係機関で推進する必要がある。 

各保護者会、各学校ＰＴＡを通じて、家庭教育にかかる情報提供を引き続き行う必要がある 

改  善  策 

家庭教育にかかる情報提供について、講演会・広報誌等を通じて周知するとともに、町長部局の子育て支援班と連携し事業を推進する。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ２ 青少年教育 細項目 ① 子ども会育成協議会 

推進目標
子ども会活動を通じて、子どもの健全育

成を図る。 目  的 

 地域社会での集団行動を通じて、子ども達の協調性・創造性を養い体験から学び、

豊かな心を育てることを目的に行われる子ども会育成協議会の活動に対して支援を

行う。 

概  要 

 子ども達がたくましく成長する様々な交流、体験活動を行う。 

事業内容 

 早寝・早起き・朝ごはん運動の奨励とラジオ体操の普及、子ども行灯行列、ジュニ

アリーダー研修会、野外体験(キャンプ)、子ども会祭り（カムカムしちゃいな祭）、

餅つき交流会 

登録団体数・会員数 

 H29 年度 22 団体 530 人 (前年度 24 団体 515 人) 

事業年度
開始 終了  

昭和 42 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

３００ ３００ ０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
 子ども会活動を広く展開するために、単位子ども会とともに組織の活性化を目指

し、子どもを豊かな社会の担い手にふさわしい人間として育てる必要がある。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性  様々な行事を通して子ども同士の交流や、保護者間での交流も活性化している。 Ａ Ｂ Ｂ 

費用対効果  活動補助金の中で様々な活動を展開しており効果は大きい。 
（理由・説明） 

子ども同士の交流や、保護者間での交流も活性化

しているが、ジュニアリーダーの確保・養成が必要

である。 方 向 性 子ども会の活性化に向けて育成者の研修強化を図る。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

 子どもが減少し、昔に比べ活発な活動を行うことが難しい中、育成者やジュニアリーダーの担い手不足のため、今後も子ども会の活性化

に向けた支援は重要である。 

改  善  策 

 引続き、子ども会の活性化に向けて育成者の研修、ジュニアリーダーの募集し、養成を行うことにより地域の教育力の向上を図る。 

 各自治会との関りを強め、未加入地区の把握とともに加入の促進と単位子ども会の統合等を推進する。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ２ 青少年教育 細項目 ② スポーツ少年団育成事業 

推進目標
スポーツ振興の発展を図りながら、青少

年の身体と健康づくりを目指す。 目  的 

 町内スポーツ少年団の組織運営や研修等を円滑に推進し、一人でも多くの青少年

にスポーツの喜びを与え、スポーツを通じて青少年の心と身体を育てる組織を地域

社会で育み、スポーツ振興の発展を図ることを目的とする。 

概  要 

 スポーツ少年団本部に対し補助を行い、町内スポーツ少年団の育成指導を図り、そ

の活動を活発化する 

 H29 年度 13 団体 団員数 336 人(前年度 12 団体 団員数 331 人) 

事業年度

開始 終了 ※開基 120 

周年 

150 千円増 
昭和 50 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

１,２５０ １,２５０ ０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
 スポーツを通じて青少年の心と身体を育てることを目指しており、スポーツ振興の

発展推進のため必要性は大である。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
 スポーツ少年団の育成指導を図り、小学校低学年（１年生）からの加入を進め、大

会での活躍など、その活動は活発化しており有効である。 
Ａ Ａ Ａ 

費用対効果 
 限られた予算の中で、各団体の活動に補助し、その活動は活発化しており費用対効

果は大である。 

（理由・説明） 

青少年の心と身体を育てることを目指し、スポー

ツ振興の発展推進のため、スポーツ少年団の育成指

導を図り、その活動をより活発化する必要がある 方 向 性  今後も本事業を継続し、青少年スポーツ活動を助長する。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

スポーツ指導者の高齢化等に伴って、新たな指導者の育成による人材確保が課題となっている。  

改  善  策 

 引続き、研修会等の開催など指導者の育成による人材確保を図る。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ２ 青少年教育 細項目 ③ 青少年団体協議会 

推進目標 
ボランティア活動や地域活動にかか

わることで、次世代の青年を養成する。 目  的 
地域の活性化、新たな生活文化の創造と生涯学習の意識高揚に基づき、地域青年

リーダーの養成を図ることを目的とする。 

概  要 

１ 児童館活動支援 

２ 子ども会活動支援 

３ ゴミ拾い・雪下ろしボランティア 

４ クリスマスプレゼント配布 

５ 全道青年大会参加 他 

H29 年度 会員数 32 名 (前年度 会員数 34 名) 

事業年度
開始 終了  

昭和 37 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

５０ ５０ ０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
青年が集い親睦交流やボランティア活動を通じて、町づくり・地域づくりを担う青

年リーダーを養成する必要がある。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性  青少年活動支援及びボランティア活動等に積極的に参加され効果が得られている。 Ｂ Ｂ Ｂ 

費用対効果  会費と補助金で運営。 
（理由・説明） 

地域の活性化、新たな生活文化の創造と生涯学習

の意識高揚のため青少年団体の育成を図る必要が

ある。 方 向 性 
 教育振興基本計画（第８次社会教育中期計画）に基づき、今後も活動の継続を期待

している。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

 趣味・スポーツ等の活動が多様化しており、特に青少年の集団活動への参加は低迷していることから、様々な分野で活動する青少年の参

加が望まれる。 

改  善  策 

 広報誌等により活動内容の紹介を行い、その状況を周知する。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ３ 放課後プラン事業 細項目 ① 放課後スクール事業 

推進目標
学校施設を利用し、子どもの安全な居場

所づくりを確保する。 目  的 
放課後における子どもの安全安心な居場所づくりの確保と子どもの健全育成と、

地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりを目的とする。 

概  要 

 各小学校を活動拠点とし、地域の参画を得ながらスポーツや文化活動、交流活動を

行う。 

 対  象 小１～小６年 

 開催場所 上小・西小  月～金（放課後から午後４時） 

 登録人数 211人(H28年度 184人) 利用人数 延べ10,646人(H28年度 10,036人)

 開設日数 2 か所 延べ 392 日(前年度 395 日) 

※地域住民によるボランティア支援 延べ 32 名(前年度 45 名（クラブ含む）) 

（読み聞かせ・将棋教室） 

事業年度

開始 終了  

平成19年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

３,１８５ ２,９９１ １９４ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
 放課後の子どもの安全な居場所づくりを行い、地域の大人達が関わることで子ども

達の健全な育成を図る上からも必要性は大きい。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
 放課後の子どもの安全な居場所づくりを行い、地域の大人達が関わることで子ども

達の健全な育成が図られており、有効性は大きい。 
Ａ Ａ Ａ 

費用対効果  道費の補助もあり効果は大きい。 
（理由・説明） 

放課後の子どもの安全な居場所として、地域の大

人達が関わることで子ども達の健全な育成が図ら

れている。 方 向 性  共働きや女性の社会進出の進展などからニーズが高く今後も継続。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・ 引続き、指導員体制の継続を図りながら運営を進めていく必要がある。 

改  善  策 

・利用者の増加に伴い指導員スタッフの人材確保に向けた募集 

・学校支援ボランティア員との連携・協力体制の充実 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ３ 放課後プラン事業 細項目 ② 放課後クラブ事業 

推進目標

学校施設を利用し、子どもの安全安心な

居場所づくりを確保し、留守家庭等の子育

て支援を行う。 目  的 
放課後における子どもの安全安心な居場所づくりの確保と留守家庭等の子育て支

援を目的とし、保護者の就業を支援して子どもの健全育成を目的とする。 

概  要 

児童福祉法の改正に合わせて平成 27 年度から新たな放課後クラブを運営。上富良

野小学校を活動拠点とし、地域の大人たちが指導員となりスポーツや各種遊び、学習

を行いながら、子ども達を見守る。 

 対  象 小１～小６年の留守家庭児童 

 開催場所 上富良野小学校 

 開設時期 月～金（放課後から午後 6時）、土・長期休業日（午前 8時～午後 6時）

 登録人数 153 人(前年度 149 人) 利用人数 延べ 13,082 人(前年度 11,885 人) 

 開設日数 延べ 291 日(前年度 293 日) 

※地域住民によるボランティア支援 延べ 32 名(前年度 45 名（スクール含む）) 

事業年度 
開始 終了  

平成19年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

１０,５４７ １０,２６８ ２７９ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
放課後における留守家庭児童の安全な居場所づくりと子育て支援を行い、地域の大

人達が関わることで子ども達の健全な育成を図る上からも必要性は大きい。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
放課後における留守家庭児童の安全な居場所づくりと子育て支援を行い、地域の大

人達が関わることで子ども達の健全な育成が図られており、有効性は大きい。 
Ａ Ａ Ａ 

費用対効果 国費、道費の補助により、効果は大きい。 
（理由・説明） 

放課後における留守家庭児童の安全な居場所づ

くりと子育て支援を行い、地域の大人達が関わるこ

とで子ども達の健全な育成が図られている。 
方 向 性 共働きや女性の社会進出の進展などからニーズが高く、今後も継続。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・利用者が増加し、事業費の増に伴い財政の負担も増加していることから、利用料（1,000 円/月）の検討が必要がある。 

・指導員の確保 

改  善  策 

・事業費の受益者負担の適正化の検討 

・指導員の早期募集及び情報収集 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ４ 成人高齢者教育 細項目 ① いしずえ大学 

推進目標
高齢者の活動の場を確保し、生きがいつく

りなど生涯教育の推進を図る。 目  的 

 高齢者が「若く老いよう」を合言葉に仲間が集い、共に学習やクラブ活動で

文化・スポーツ・生活等について学び、正しい心と健やかな体をつくり、豊か

な生活を築くことを目的とする。 

概  要 

 125 人の学生が在籍し、10 年間（10 学級）＋同窓科（1年毎）において、月 2回（毎

月第 2・4金曜日）の学習日がある。 

 学習計画に従い教養講座、軽スポーツ、運動会、クラブ活動（10 クラブ）、ボラン

ティア活動、研修旅行などを行う。 

 ※いしずえ大学自治会役員会、年 10 回実施 

 ※学級懇談会、年 2回実施  

 ※ボランティア活動として、文化系クラブが福祉施設を慰問（Ｈ29 年度 4か所） 

事業年度
開始 終了  

昭和47年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

２,７３５ ２,６３６ ９９ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
 今後において高齢者社会を迎えるにあたり、高齢者の活動の場を確保し、生きがい

づくりなど生涯教育において重要な事業と位置付けている。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
 高齢者の学習機会を得る場として、いしずえ大学が有効に機能している。また、人

とのつながりの場でもあり、地域生活においても大変有効である。 
Ａ Ａ Ａ 

費用対効果  限られた予算の中で効果は大きい。 
（理由・説明） 

高齢者の活動の場を確保し、生きがいつくりなど

生涯教育において効果をあげており、重要な事業と

位置付けている。 方 向 性  今後も事業を継続していく必要がある。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

今後も生涯教育の場として、高齢者のニーズを把握し、様々な活動計画を支援する。 

改  善  策 

引続き、老人クラブ・地域老人会等でリーダーとしての活躍を期待すると共に、新しい入学者の安定的確保対策を図る。（Ｈ29：20 名入

学） 

地域において知識・経験を生かす活動の場面について検討をしていく必要がある。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ４ 成人・高齢者教育 細項目 ② 女性学級（女性教育） 

推進目標
女性の学習の場を確保し、生きがいつく

りなど生涯教育の推進を図る。 目  的 

女性が多様化・高度化する社会の課題に自らが学習カリュキュラムを計画するこ

とにより、文化・スポーツ等について学び、女性の交流の輪を広げ豊かな生活を築

くことを目的とする。 

概  要 

【実施要綱に基づく】 

定員⇒３６名 

学習期間⇒４月開講式、５月～１月（９回）２月閉講式 

学習内容⇒講話・軽スポーツ・趣味の学習・社会見学 等 年 11 回 

 

事業年度
開始 終了  

昭和４６年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

３６ ３５ １ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
 女性の学習活動の場を確保し、生きがいつくりなど生涯教育において重要な事業と

位置付けている 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性  女性の学習機会を得る場として、学級が有効に機能している。 Ｂ Ｂ Ｂ 

費用対効果  限られた予算の中で効果は大きい。 （理由・説明） 

女性の学習活動の場を確保し、生きがいつくりな

ど生涯教育を図られている。 方 向 性  今後も事業を継続していく必要がある。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

平成 29 年度は 10 名が受講。定員に満たない状況が続いており、今後も定員の設定や時代ニーズに沿った内容の検討が必要である。 

改  善  策 

引続き、ニーズの把握とともに、より多くの住民が受講できるよう周知するとともに学習内容等の検討を図る。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ５ 文化芸術の振興 細項目 ① 総合文化祭 

推進目標

文化活動を行っている愛好者の発表機

会と鑑賞機会を設け、町の文化発展に寄与

する。 目  的 
 文化の日（１１月３日）を中心に、町内で文化活動を行っている愛好者の発表機

会と鑑賞機会を設け、町の文化発展に寄与することを目的とする。 

概  要 

 文化団体、町、農協、商工会等で構成する文化祭実行委員会が主催し、芸能発表、

展示会、体験教室などの日頃から研鑽している文化活動の発表を社会教育総合センタ

ーを会場として開催する。 

 入場者数  ２，６５０人（３日間） （前年度 2,182 人 7 日間） 

 芸能発表  ２３団体 １３４人    （前年度 18 団体 131 人） 

 展示数   １，１８８点      （前年度 1,346 点） 

事業年度
開始 終了  

昭和 38 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

３００ ３００ ０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
 町内の文化愛好者が発表機会を得ることにより、町の文化発展に大きな効果が得ら

れることから必要である。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 町の文化発展に大きな効果が得られている。 Ａ Ａ Ａ 

費用対効果 
 実行委員会への負担金のみで運営されており、少ない費用で町のイベントとして位

置付けされており効果は大である。 
（理由・説明） 

 町及び文化団体により実行委員会を組織して、効

果的に実施している。 方 向 性 町の文化発展に大きく寄与しており、今後も継続していくことが必要。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

 菊製作者などの高齢化が伺える。 

 各関係団体などが、多く参画できるよう取り組みを進める。 

改  善  策 

 個人や団体などが幅広く参画できるよう、実行委員会において引続き検討協議を進める。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ５ 文化芸術の振興 細項目 ② 上富良野町文化連盟活動事業 

推進目標 町の文化の振興発展を図る。 
目  的 

 町民の文化向上と各単位団体間の連携と親睦を図る。 

 

概  要 

 町文化連盟を中心に各単位団体が活発な活動を展開し、町総合文化祭においても、

連盟役員が実行委員会に参画し、芸能発表や展示等の参加調整をしている。 

 文化活動の推進ばかりでなく、日頃の研鑽した活動を福祉分野においても展開して

いる。平成２６年度から町民の芸術文化活動を積極的に進めるため、初心者等を対象

にした文化教室を開催する事業に対し、補助率６０％以内、２万円を限度に補助金を

交付している。 

 平成２９年度 ３３団体 ３０４名 (前年度 33 団体 302 名) 

 文化教室開催事業の実施 １団体 ２２人 （前年度 3 団体 延べ 40 人） 

事業年度
開始 終了  

昭和 40 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

３００ ２５０ ５０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性  町の文化振興には必要不可欠と考える。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 町の文化発展に大きな効果が得られている。 Ｂ Ａ Ａ 

費用対効果 
 町からの補助金と登録料・会費等で運営されている。自主的に町のイベント及びボ

ランティア活動に参画し効果は大である。 
（理由・説明） 

町の文化発展に大きな効果が得られている。 

 方 向 性 町の文化発展に大きく寄与しており、今後も継続していくことが必要。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

文化連盟及び各文化団体の会員が減少、特に若年層（青年）が少ない。 

文化団体の活性化が図られるよう、文化団体が自主的な普及活動が必要である。 

改  善  策 

・文化連盟及び各文化団体の活動に対し、継続した支援を行う。 

・文化教室等各団体の PR を兼ねた新規会員対象の事業に対し、引き続き支援を実施する。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ５ 文化芸術の振興 細項目 ③ 自主企画芸術鑑賞事業 

推進目標
団体育成の向上、地域住民への鑑賞機会提

供の拡大を目的とする。 目  的 

 町民が自主企画し、芸術・芸能・文化等の鑑賞機会を地域住民に提供する機

会の充実を図ることの支援、また、地域住民の心に安らぎと潤い、豊かさをも

たらすことを目的とする。 

概  要 

 ２団体の募集枠で各団体が企画した事業を地域住民に鑑賞機会を提供する。 

 ・補助率：補助対象経費の 50％ ・補助限度額：10 万円 

【実施内容】 

・10/22 花人街道歌謡ショー 222 人 

・ 9/ 3 白いうた青いうたフェスティバル in 上富良野 136 人 

・11/23 民族歌舞団こぶし座上富良野公演 170 人 

事業年度
開始 終了  

平成 11 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

２００ ２００ ０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
 町づくり・地域づくりを図るにあたり、団体育成、地域住民に芸術・芸能・文化等

の鑑賞機会の提供が必要である。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
 自主的に公演を企画・運営することで団体の活動向上となり、また、多くの地域住

民が鑑賞に来ている。 
Ａ Ａ Ａ 

費用対効果  補助金と団体費用で実施。 （理由・説明） 

 自主的な活動によって、協働によるまちづくまり

が進められている。 方 向 性  今後も継続して実施。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

 同一団体による継続した企画も見受けられ、新しい企画による応募を促すなど、団体・サークル等への情報提供が必要 

改  善  策 

 広報誌・防災無線により、自主企画芸術鑑賞事業の趣旨、要綱等の事前周知を十分に行い、鑑賞機会を提供する。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ６ 図書館運営 細項目 ① 図書館管理運営 

推進目標

幼児期から成人まで継続した読書習慣

や様々な調査・研究等ができる資料の提

供、また、地域の情報源となる図書館を目

指していく。 
目  的 

図書、雑誌、視聴覚資料等のメディアや情報資料を収集、保管し、利用者への提

供を行う。 

概  要 

図書・視聴覚資料の貸出 

開館総日数 298 日 閲覧者数 19,353 人 1 日平均 64.9 人 

貸出冊数 54,703 冊 1 日平均 183.6 冊 人口一人当たり貸出冊数 5.0 冊 

蔵書数 48,135 冊  移動図書及び相互貸借の実施。 

視聴覚ライブラリー貸出 上富良野 1,076 本、富良野地区 946 本 

平成 27 年度から学校の長期休業中の休館日(月曜)の臨時開館を実施。 

事業年度
開始 終了  

昭和 46 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

８，９５３ ８，６７６ ２７７ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 図書館は町民に対して読書普及の推進や資料提供を行うため、不可欠である。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 町民の読書や資料収集の場になっており、有効性は高い。 Ｂ Ａ Ｂ 

費用対効果 
図書購入費は増額し、年間の一人当たりの貸出冊数は管内中位である。寄付などに

よる蔵書も行われている。 
（理由・説明） 

より多くの町民に利用してもらえるよう、あらゆ

る図書館事業の中で情報提供や周知を図っていく。 方 向 性 今後も継続して、図書環境の充実整備を図る。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

町民一人当たり貸出冊数の低下、利用者の固定化や年齢層の偏りがある。 

改  善  策 

・時期（季節）に応じた特設コーナーの設置やホームページ等を活用し様々な場面において情報提供を行い、図書の購入による更新を進め

幅広い町民が利用できる環境づくりに努める。（H27 年度から読書スタンプ帳を実施、図書購入費を増額、H29 年度からはブックスタート事

業として「すくすく絵本事業」を実施） 

・学校の長期休業中の休館日の臨時開館の継続を図る。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ６ 図書館運営 細項目 ② 読書普及活動 

推進目標
すべての子ども達が、自ら読書に親しめ

ることができる環境をつくる。 目  的 

町民が読書に親しめる環境を整備する。 

子ども読書推進計画に基づき、子どもたちが読書に親しめるよう関係機関と連携

し推進する。  

概  要 

(1)推薦図書ガイドブック(妊娠期～2歳、3歳～6歳)を作成し配布。 

(2)①ブックスタートを 7 か月児・10 か月児健康相談(月１回、第４水曜日 9：00～

10：30)時に実施。 利用人数 12 回延べ 58 人 

② 保育所(園)・幼稚園・子どもセンターの読み聞かせ。延べ 72 回述べ 2,209 人

③ 町内小学校 3校での読み聞かせの実施 述べ 61 回 延べ 2,253 人 

※ボランティア団体(読み聞かせ会「ムーミン」「ものがたり文化の会」)が従事。

④ 図書館での読み聞かせ 延べ 12 回 92 人 

(3)読書コンクール 感想文 589 点、感想画 513 点出展 

(4)図書館まつり(1 日間) 392 人 

(5)読書スタンプ帳事業 100 冊達成 87 人、200 冊達成 59 人 

事業年度
開始 終了  

平成 16 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

図書館運営

費に含む 

図書館運営

費に含む 

図 書 館 運

営 費 に 含

む 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
町民の生涯学習と子どもたちの言語・感性・表現力と創造性を高めることが必要で

ある。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 読書により豊かな感性と考える力を育み、教育的効果がある。 Ｂ Ａ Ｂ 

費用対効果 
読み聞かせは、ボランティア団体の支援で行っており、読書の楽しさにつながって

いる。 
（理由・説明） 

読み聞かせの意義を伝えることにより、図書館の

利用につながり、読書普及につながっている。 方 向 性 今後も継続する必要がある。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

引き続き、子ども読書推進計画の着実な推進と検証評価が必要である。 

改  善  策 

子ども読書推進計画 第 2次計画(平成 26～30 年度)に基づき、子ども読書推進会議（14 機関）で取組状況の把握と情報交換を行うなど、

今後も関係機関と連携し推進していく。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ７ 文化財・歴史の保存活用 細項目 ① 指定文化財保存 

推進目標
町にとって重要な文化財の適切な保

存や活用を図る。 目  的 

北海道文化財保護条例の規定による指定を受けた文化財以外の文化財で上富

良野町の区域内に存するもののうち、町にとって重要なものについて、その保

存及び活用のため必要な措置を講じることにより町民の文化的向上に資する。

概  要 

現在、町文化財として３か所の保存・管理を行っている。 

・「憩いの楡」 西３線北 29号 管理：町 

・「富原地区地神及び山の神」 東７線北 24号 管理：富原住民会委託 

・「東中尋常高等小学校御真影奉置所」東８線北 18 号 八幡神社境内 管理：東中住民

会、町 

文化財保護委員会を設置し、文化財指定や管理についての会議を開催している。 

町に 37 か所ある埋蔵文化財包蔵地の管理を行っている。 

事業年度
開始 終了  

昭和47年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

４６ ３３ １３ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
町にとって重要な文化財産を保存・活用することは上富良野の歴史を知る上で

必要である。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 重要な文化財産を保存・活用することで上富良野の歴史が学べ、有効性が高い。 Ａ Ａ Ａ 

費用対効果 最小限の費用で保存しており、費用効果は高い。 （理由・説明） 

３か所の指定文化財と埋蔵文化財包蔵地 37 か所

の適正な維持管理を行つている。 方 向 性 今後も継続する必要がある。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

文化財の適正な維持管理。 

改  善  策 

引続き、定期的な点検を行い、補修など維持管理に努める。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ７ 文化財歴史の保存・活用 細項目 ① 郷土館、開拓記念館管理運営 

推進目標
町の郷土・歴史の学習施設として、多く

の利用活用を図ることを目標とする。 目  的 
上富良野町の歴史、民俗、芸術、産業、自然科学等に関する資料を収集、保管、

展示して一般の利用閲覧に供し、その教養、調査、研究等に資する。 

概  要 

郷土館 

・4月～10 月 9 時～16 時開館 179 日間 588 人(前年度 188 日間 970 人) 

※Ｈ25 年度から日曜日、Ｈ26 年度から日曜日と祝日の臨時開館(郷土館ボランテ

ィア員を公募し開館対応) 

・収蔵資料 7,785 品目 25,135 点 

・郷土館特別展示 文化祭 11/3～11/5 「開拓の歴史展」 

・かみふらの１０大ニュース ※町民からの応募数で決定 

・郷土の歴史について研修会「歴史探訪研修会」を実施 27 人 

開拓記念館 

・5月～10 月 96 日間 642 人(前年度 96 日間 699 人) 草分住民会が管理委託 

※Ｈ26 年度から祝日の臨時開館を実施（草分住民会に委託） 

事業年度
開始 終了  

昭和53年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

２,２４１ ２,１８１ ６０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 町の郷土・歴史について学習するために、重要な施設である。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 町の郷土・歴史について学習施設として利用されている。 Ａ Ａ Ａ 

費用対効果 適正な施設維持管理に努めている。 （理由・説明） 

多くの見学者、学習の機会の確保が必要である。 
方 向 性 ４月～１０月の開館期間中に、見学できるよう周知する。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・展示物のリニューアルの検討が必要である。 

・入館者の休憩室（所）の設置の検討が必要である。 

改  善  策 

・関係協力団体の協力を得て、定期的なリニューアルを検討する 

・郷土館事務所の有効活用の検討（入館者の休憩所）を進める。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  



 

45 

平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ８ スポーツ振興 細項目 ① スポーツ団体（体協）補助 

推進目標

上富良野町内のスポーツ団体を総括し、

本町のスポーツ振興とスポーツ精神の普

及を図り、町民の健康づくりと明るいまち

づくりに寄与することを目標とする。 
目  的 

上富良野町のスポーツ団体の組織運営や研修等を円滑に推進し、町のスポーツ競

技力向上や発展を図りながら、スポーツ振興を図ることを目的とする。 

概  要 

各加盟団体の事業に関して協力、援助を行い、北海道体育協会、道北圏広域スポー

ツセンター協議会との連絡調整を行っている。 

町内のスポーツ指導者との懇談会を開催し、スポーツ指導者の育成に努めている。

学校支援ボランティアとして、学校が実施する体力テスト測定に派遣していただい

ている。 

平成 29 年度 20 団体 1,547 名 (前年度 20 団体 会員数 1,607 名) 

※創立 50 周年記念事業 300 千円 記念誌 

事業年度

開始 終了 ※開基 120

周年 100 千

円増 昭和41年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

７２０ ７２０ ０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
町内のスポーツ団体を総括し、指導者の育成、加盟団体の事業に関しての協力を行

なうなどの活動をしており、今後もその必要性は大きい。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 町のスポーツ発展に効果は大である。町民の健康維持、増進が期待できる。 Ｂ Ｂ Ｂ 

費用対効果 
町からの補助金と自主事業収入で運営を行っており、加盟団体への補助、スポーツ

教室の開催の支援など、限られた予算の中での効果は大きい。 
（理由・説明） 

町のスポーツ競技力向上や指導者の育成などを

図りながら、スポーツ振興を推進する。 方 向 性 町のスポーツ振興への効果が大きいため、今後も支援（補助）を行っていく。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

新たなスポーツ指導者の育成などスポーツ団体を支える人材の確保が必要である。 

改  善  策 

指導者の育成に関して、引続き各加盟団体への協力・助成（研修会、講習会及び資格取得等）を行っていく。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ８ スポーツ振興 細項目 ② スポーツ普及活動 

推進目標
生涯に渡り、スポーツをすることのでき

る環境づくり（各種大会、教室）を進める。 目  的 

生涯を通じ、スポーツを楽しむ環境づくりのために、町民ふれあいスポーツ大会

の実施やスポーツ推進委員活動での事業を通じて、生涯スポーツ普及活動を推進す

る。 

概  要 

スポーツ推進委員活動としては、年６回以上の会議の開催や町民に対して直接スポ

ーツ指導や町民のための新たな軽スポーツの普及・研究などの活動を行っている。ま

た、町民ふれあいスポーツ大会の実施などにより、町民が気軽に楽しめる生涯スポー

ツの実現を目指す活動を行っている。 

町民ふれあいスポーツ大会実行委員会負担金  750,000 円 

事業年度

開始 終了 ※開基 120

周年 350 千

円増 

 
継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

７５０ ７５０ ０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
町民に直接スポーツ指導、スポーツ関連事業の企画・立案など、今後もその必要性

は大いにある。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
スポーツ推進委員やふれあいスポーツ大会など、町民が気軽に参加できる大会の有

効性は大きい。 
Ａ Ｂ Ｂ 

費用対効果 

スポーツ推進委員としては、報酬・各種会議の費用弁償の支出が主であり、ふれあ

いスポーツ大会などは関係する競技団体の協力、参加費の徴収で町費の縮減に努めて

いることなど、現予算での費用対効果は大きい。 （理由・説明） 

町民が気軽に参加できる大会などを実施し、スポ

ーツ普及活動を図る。 
方 向 性 

今後もスポーツに関する深い関心と理解を持ち、熱意と能力を持つ者の中から、ス

ポーツ推進委員を委嘱するものとする。 

今後も町民ふれあいスポーツ大会実行委員会で町民のためのスポーツ大会を実施

する。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

多くの町民が参加しやすいスポーツ環境づくりに向けて、スポーツ推進委員や各スポーツ団体との連携（大会準備、運営）した取り組み

が必要である。 

改  善  策 

各種研修会や講習会などに参加し、スポーツ推進委員のスポーツに関する研鑽や各スポーツ団体との連携を行っていく。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ８ スポーツ振興 細項目 ③ 運動公園の管理運営 

推進目標
町民の健康増進のため、安心安全な利用

環境の保全を目標とする。 目  的 各種スポーツの利用環境の保全を行い、スポーツ活動の推進、競技力向上を図る。

概  要 

昭和 51 年 富原野球場、テニスコート(6 面)、屋外トイレを整備。 

平成 4～7年 多目的広場(サッカー場、ゲートボール場、ジョキングコース、ちび

っこ広場)を整備。駐車場・駐輪場と北側にトイレを新設。 

平成 21 年 運動公園芝生を整備し維持管理。 

平成 26 年 運動公園トイレ建設。 

事業年度
開始 終了  

平成 7年 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

２,３７８ ２,１５７ ２２１ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 安全で、多目的なスポーツ活動を行う拠点として重要な施設である。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
サッカー、野球、テニス、陸上、ウォーキングのスポーツ活動と住民憩いの広場と

して利用されている。 
Ｂ Ｂ Ｂ 

費用対効果 

運動公園の芝生管理を維持するためには、専門家からのアドバイス等を受けながら

対応(種子、肥料、除草、殺虫、散水)しなければならないが、最低限必要な経費にと

どめている。 
（理由・説明） 

適正な施設環境の維持保全に努める。 

方 向 性 芝生による安心安全な利用環境を継続する。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

芝生を良好な状態で維持するなど、適切な維持保全の継続が必要である。 

改  善  策 

・施設等の適切な維持管理に努め、安全安心な利用環境の保全に引き続き努める。 

・芝生については、専門家からの意見を受け適切な維持管理に努める。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ９ 社会教育施設の管理等 細項目 ① 公民館管理運営 

推進目標
文化団体や教育団体などのほか多くの

利用に努め適正な管理運営に努める。 目  的 
実際生活に即する教育、学術および文化に関する各種の事業を円滑に行えるよう

施設運営を図る。 

概  要 

文化団体や教育団体など町民の教育、学術および文化に関する各種の事業実施に伴
う施設として活用する。 
定期利用団体     29 団体（前年度 30 団体） 
延べ利用者数     19,324 人（前年度 19,831 人） 
利用料        996,725 円（前年度 911,590 円） 

事業年度
開始 終了  

昭和 46 年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

１１，９２１ １１，５１６ ４０５ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 住民会、文化団体や教育団体など多くの町民が利用しており、必要性は高い。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
文化団体や教育団体など多くの町民の活動の場、地域の会館や避難所の役割もあ

り、施設の有効性は高い。 
Ｂ Ｂ Ｂ 

費用対効果 
老朽化で施設の維持経費が年々増加。利用者・利用料共に減少しているが、地域の

会館や避難所の役割もあり、費用対効果は高い。 （理由・説明） 

多くの住民や文化・教育団体の利用があり、利用
率は高い。より利用しやすい環境の整備を図る。 方 向 性 今後も継続して適切な管理が必要である。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

施設の老朽化（S46 建設）のため、適宜補修を行う必要がある。 

改  善  策 

引続き、計画的に施設の維持補修を行う。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  



 

49 

平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ９ 社会教育施設の管理等 細項目 ② 各公民館分館管理運営 

推進目標
 地域住民の活動拠点をとして各分館を

整備し、生涯学習を推進する。 目  的 

社会教育法に基づき、一定区域内の住民を対象とし、生活にかかる教育、学術及

び文化に関する各種の事業を行い、住民の教養の向上と、健康増進、情操の純化を

図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

概  要 

集会施設（公民館）分館経費負担基準により管理を行っている。 

1 公民館分館の管理運営及び施設管理（11 分館 24,506 千円） 

2 公民館各分館活動事業（11 分館 1,123 千円）平成 29 年度 92 事業 2,375 人 

・平成２９年度は、東中分館屋根葺替改修工事、東中分館暖房器更新整備工事、

富原分館屋根修繕、清富分館除去工事を実施 

事業年度
開始 終了  

昭和48年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

２５,７３２ ２５,６２９ １０３ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
地域住民の生涯学習の推進と地域コミュニティの持続のためには必要不可欠であ

る。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
地域活動の拠点として施設を利用するとともに、住民相互の親睦・交流と生涯学習

の推進に大きな効果が得られている。 
Ａ Ｂ Ｂ 

費用対効果 
 町からの委託契約及び補助金等と住民会負担金等で管理運営されている。地域住民

活動の効果は大である。 
（理由・説明） 

地域の住民による分館活動に大きく寄与してお

り、今後も継続していくことが必要である。 方 向 性 
地域の住民による分館活動に大きく寄与しており、今後も継続していくことが必要

である。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

 各分館の施設管理は委託契約と施設管理補助に分かれており、他の類似施設の維持管理の方法など地域や施設による違いが生じている。 

 建設後３０年以上経過により老朽化している施設もあり、適宜修繕が必要となっている。 

 農家数減少等により、各分館の（トラクター等による）除雪が年々困難となりつつある。 

改  善  策 

各分館の施設維持管理について、維持管理の方向性を検証し住民負担に格差が生じないよう検討を進める。 

各分館施設については、適宜修繕等にかかる整備計画を検討する。 

各分館管理住民会と除雪について協議を進める。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ９ 社会教育施設の管理等 細項目 ③ 社会教育総合センター管理運営

推進目標
上富良野町の社会教育の拠点として誰

もが使いやすい施設の維持管理に努める。 目  的 

町民の健全なスポーツの普及とコミュニティ活動の育成を図るとともに、健康の

増進と生活文化の向上に寄与することを目的に町民の社会教育活動の拠点として、

適切に維持管理を行う。 

概  要 

センターの維持管理（警備、清掃）、センターの修繕、敷地内緑地の維持管理、整

備 

定期利用団体 年間延べ 84 団体（前年度 延べ 86 団体） 
延べ利用者数     74,145 人（前年度 76,185 人） 

利用料       1,436,895 円（前年度 1,527,027 円） 

平成 29 年度は高圧ケーブル交換、アリーナ排煙窓補修、アリーナワックス塗布を

実施 

事業年度
開始 終了  

昭和62年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

２９,５２８ ２９,３６５ １６３ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 適切な施設の維持管理が必要である。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 建設後 30 年が経過し、適正な維持管理に努めている。 Ｂ Ａ Ｂ 

費用対効果 
大規模な修繕に対しては、計画性を持って行うなど、費用対効果を考えながら施設

の維持管理を行っている。 
（理由・説明） 

町民の社会教育活動の拠点として、適切に維持管

理を行なう。 方 向 性 今後も年次計画に基づき、適時に施設の修理、補修など維持管理を行っていく。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

施設の老朽化、機械器具などの更新が図られているが、引き続き計画的な管理運営が必要である。 

 

改  善  策 

利用者が使いやすく、利用しやすい施設とするために各関係機関や団体などと協議し、施設の維持や機器の更新などを計画的に行い、維

持管理に適切に対処する。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ９ 社会教育施設の管理等 細項目 ④ Ｂ&Ｇプール管理運営 

推進目標

Ｂ＆Ｇ海洋センターの利用により、町民が

水に親しみ慣れ、水中のスポーツレクリエ

ーション振興を推進する。 目  的 
Ｂ＆Ｇ財団から譲渡された海洋センターを利用して、町民が水に親しみ慣れるこ

とを目的とし、そのために適切な施設管理を行う。 

概  要 

年間利用者数          12,030 名(前年度 11,014 名) 

子ども水泳教室 ６日間開催 延べ  61 名(前年度 78 名) 

親子水泳教室  ６日間開催 延べ 194 名(前年度 170 名) 

Ｂ＆Ｇ水泳検定 ５回開催  延べ 148 名(前年度 204 名) 

Ｂ＆Ｇ水泳記録会          27 名(前年度  31 名) 

※Ｂ＆Ｇ海洋センター指導者会(認定資格者 11 人)指導協力により教室等を実施

平成 29 年度 ろ過器及び更衣棟屋根塗装 

事業年度
開始 終了  

平成 3年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

２３，０５２ ２３，０１６ ３６ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 町の水泳用プールとして、その必要性は大きい。 達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 
水泳スポーツ少年団活動や水泳連盟など子どもの水泳教室など、水泳スポーツ振

興に大きな役割を果たしている。 
Ｂ Ａ Ｂ 

費用対効果 他町村より利用人数も多く、本事業に関する費用対効果は大きい。 （理由・説明） 

水泳スポーツ振興に大きな役割を果たしている。 

 方 向 性 
今後も海洋センターの維持管理や水泳スポーツへの支援などを継続して行ってい

く。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

・水泳教室の指導者などの人材の確保・養成。 

・施設設備等の老朽化。 

改  善  策 

・指導者の育成について計画的に進めるため、Ｂ＆Ｇ海洋センター指導者会との連携を図り、人材の育成を進める。 

・施設の適切な維持管理に努める。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止  
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平成２９年度 上富良野町教育行政点検評価表 

担当班名  社会教育班     
評価項目 ９ 社会教育施設の管理等 細項目 ⑤ パークゴルフ場管理運営 

推進目標
パークゴルフの普及を図り、もって町民

の健康増進に寄与する。 目  的 

パークゴルフを町民への普及を図る。また、上富良野町パークゴルフ場（27 ホー

ル）の管理を指定管理者制度の導入により、町民が利用しやすい施設として管理を

行っていく。 

概  要 

指定管理者委託料 4,420,000 円（平成 29 年度～33 年度 ５カ年間 22,100,000 円）

年間利用者数     18,682 人（前年度 18,856 人） 

なお、東中地区には、コミュニティ施設内に地区住民会の管理による 18 ホールの

パークゴルフコースが設置されている。 

事業年度

開始 終了  

平成15年度 継続 

事業費 
（単位：千円）

予算額 決算額 差引 

４，９７７ ４，９７７ ０ 

検 証 内 容 評  価 

必 要 性 
パークゴルフは、多くの方が取り組みやすく、一般のスポーツとして普及が進み、

町内にも多くの愛好者が組織されるなど施設の維持が必要である。 
達成度 効果度 総合評価 

有 効 性 パークゴルフは、町民の健康増進やスポーツの普及に有効性は大きい。 Ｂ Ｂ Ｂ 

費用対効果 
指定管理者制度の導入により、管理運営会社が適切な運営管理を行っていることな

どから、その費用対効果は大きい。 
（理由・説明） 

今後も指定管理者制度により適切な施設の維持

管理が必要である。 方 向 性 今後も指定管理者制度により適切な施設の維持管理を行なっていく。 

今後の取組み 

今 後 の 課 題 

協会及び指定管理者からコース整備等の要望意見などを把握し、機械等の維持更新とともに施設の適正な維持管理の必要がある。 

近年、特にグリーンの芝の状態が良くないため、改善が必要である。 

改  善  策 

施設（芝の管理状況等）及び利用状況を常に確認するとともに、パークゴルフ協会及び指定管理者と情報交換を定期的に行い、利用者ニ

ーズに沿った適切な維持管理に努める。 

評価基準（達成度・効果度）  Ａ：実践が進み成果を上げている  Ｂ：実践が進んでいる  Ｃ：実践に努めている  Ｄ：努力を要する 
評価基準（総合評価）     Ａ：維持・拡大  Ｂ：工夫・改善  Ｃ：縮小  Ｄ：整理統合・廃止 
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Ⅳ 教育行政評価委員会の意見等について 

 
１ 教育行政評価委員会の開催 

  教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条第 2 項の規定

により、教育行政評価委員会の委員 3名を委嘱し、教育行政評価委員会を 8月 3日

及び 8月 9日の 2回開催しました。 

  教育行政評価委員会では、事前に教育委員会からの提出資料(教育委員会の活動

状況及び事務事業点検・評価の項目 18 項目 38 細項目)について、事務局から説明

を受けるとともに各委員からの質疑応答と意見交換をもとに意見等をまとめまし

た。 

 

２ 点検・評価報告書に基づいた意見 

  「教育委員会点検・評価報告書」の内容については、上富良野町教育行政執行方

針に基づき、適切に整理区分され、点検評価表としてまとめられており、平成 29

年度の事務事業については、それぞれの目的に沿って執行され、総体的に評価でき

ると考えます。 

 

（１）教育委員会の活動状況 

   教育委員会の活動状況は、教育委員会議が定期的に 12 回開催され、その運営

と事務処理などが適切に行われていることが伺えます。教育委員会独自の表彰に

ついては、教育長をはじめ各委員が各学校において行うほか、町、教育委員会等

の主催する各種行事の参加や学校行事への出席、視察・訪問を行うなど教育活動

等の状況把握に努められています。 

   町の教育振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため策定された

町教育振興基本計画が 10 年間の計画期間の最終年次となるところであり、第 8

次社会教育中期計画（平成 26 年度から平成 30 年度まで）とともに着実な推進が

求められます。平成 30 年度は、これら計画に基づいて実施された各種事業の成

果と課題を次期計画の策定に生かされるよう期待します。 

 

（２）学校教育について 

   上富良野町教育振興基本計画では、平成 26 年度から 5 年間における「７プロ

グラムと 31 施策」について、町の教育目標や学校教育基本方針に沿った具体的

な取り組みと成果が求められています。 

 

学力の向上の取り組みにおいては、全国学力・学習状況調査結果などの分析を

もとに町内各学校では、確かな学力の向上に向けた成果と課題を明らかにした学

力向上プランの着実な実行に努められており、新学習指導要領に基づく特別の教

科「道徳」と「外国語」については、指導力向上の取り組みが重要と考えます。 

家庭生活では、テレビや携帯電話、インターネットに費やす時間が多く家庭学

習の定着に課題があり、引き続き保護者への啓発やＰＴＡと連携した取り組みを

期待します。 
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学校運営協議会（コミュニティ・スクール）においては、学校と地域が一体と

なって子どもたちを育む、開かれた学校づくりに向け、29 年度は上富良野西小学

校に準備委員会を設置し、研修会の開催や協議が行われ導入をされました。 

学校運営においては、地域の意見を求める環境や地域との協働、学校評価の充

実が求められておりますので、30 年度において全校コミュニティ・スクール導入

が予定されておりますが、なお一層の「地域とともにある学校づくり」の推進が

図られるよう期待します。 

 

   いじめや不登校などに対しては、学校教育アドバイザーや心の教室相談員とと

もにスクールカウンセラーの派遣を受けながら、関係機関や保護者との連携した

取り組みが実践されており、引き続き、個々のケースに応じた継続した支援を期

待します。 

 

特別支援教育においては、児童生徒の障がいの重度化、多様化が増大している

状況にありますので、児童生徒の特性や保護者のニーズを理解し、一人一人に応

じた教育を進めるインクルーシブ教育の視点を大切にした特別支援教育を進める

ことが大切です。また、医療や福祉関係と連携した早期からの教育支援体制を充

実し、保護者との合意形成を大切にした教育相談の充実を期待します。 

 

学校の危機管理においては、近年異常気象による自然災害の発生、十勝岳を抱

える本町においては、子どもたちが多くの時間を過ごす学校生活が、より安全で

安心できるものになるよう、避難訓練などの安全意識の定着が重要と考えます。

また、不審者対応や通学路の安全については、教職員や地域の見守りなど関係者

との連携により、事故の防止に最善を尽くす必要があります。 

 

   東中小学校においては、へき地・複式教育の特色を生かした学校づくりを進め

ており、少人数のよさや地域の環境を生かした教育活動が提供されておりますが、

「特認校」制度の周知により児童数を確保しながら魅力ある学校づくりに期待し

ます。 

 

（３）社会教育について 

   社会教育の推進については、第 8次社会教育中期計画（平成 26 年度から 30 年

度まで）に掲げる、家庭や地域の教育力向上、生涯学習活動の推進とともにスポ

ーツ、文化の振興、社会教育の基盤整備の 6領域に基づき、それぞれの事業の実

施が進められています。 

   これまでも公民館や図書館・スポーツ施設等の社会教育施設を活用しながら

様々な社会教育関係団体や指導者等との連携により、幼少期、青少年期、成人期、

高齢期の各時期に応じた学習機会や学習情報の提供等を行うなど、住民の生涯学

習に関し重要な役割を担っており、今後も社会教育活動をより一層推進されるこ 
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とを期待します。 

 

   家庭と地域の教育力向上においては、家庭における子どもたちの人格形成に必

要な「基本的生活習慣」と「調和のとれた心身」を育むことが教育の原点と考え

ます。このことから、「早ね・早おき・朝ごはん」運動、食事や睡眠などの大切

さを理解する学習機会や情報提供に努められております。 

また、子育て支援の推進を基本に放課後等に「安全で楽しく安心して過ごせる

居場所」としての放課後事業「放課後クラブ」「放課後スクール」については、引

き続き指導員の確保に努め、安定した運営体制の継続に期待します。 

 

   図書館の運営においては、各世代の読書に親しむ環境づくりが重要であり、引

き続き、読書環境の充実が必要と思われます。そのため、一般書の整備、子ども

読書推進計画に基づく児童書の充実整備が重要と考えます。 

   また、読書普及活動においては、第 2次子ども読書推進計画（平成 26 年度か

ら平成 30 年度まで）に基づき、読み聞かせグループによる各学校などでのボラ

ンティア活動との連携を図るとともに、図書館独自の読み聞かせを実施するなど

子どもたちが読書に親しむ環境づくりに努めております。引き続き、図書館まつ

りの開催、読書スタンプ帳の発行やすくすく絵本事業など、子どもたちの読書へ

の関心を高める事業の取組みを期待します。 

 

   スポーツや文化活動の団体においては、会員数の減少とともに指導者やリーダ

ーの高齢化が進んでいるため、各団体と連携し初心者を対象とした新たな講座の

実施を行うなど人材の養成に力を注いでいます。引き続き、これまでの公民館講

座のほか各団体の自主的な企画による活動も生まれており、今後も継続した活動

に期待します。 

 

   郷土館の運営においては、郷土の歴史の学習施設として、多くの活用が図られ

るようボランティアの協力による日曜、祝日の臨時開館、また開拓記念館におい

ても祝日の臨時開館をしておりますが、町の郷土・歴史の学習施設の充実を図る

ため、展示方法の検討など継続した取り組みが必要と考えます。 

 

   社会教育の施設整備においては、町民の社会教育の活動拠点として、体育施設

や公民館などの維持管理に努められているところでありますが、設置から相当年

数が経過し老朽化が進んでいる施設も多くあるため、引き続き施設の長寿命化な

ど適正な維持管理が必要と考えます。 
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資料１ 

 

上富良野町教育委員会教育行政評価委員会要綱 

 

 （設置） 

第１条 上富良野町教育委員会（以下「教育委員会」という。）が実施する行政評価

の透明性を確保するとともに、簡素で効率的な教育行政の推進について、教育に関

し学識を有する者の知見を活用するため、上富良野町教育委員会教育行政評価委員

会（以下「委員会」という）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、教育委員会が実施した事務事業の点検及び評価について、教育委

員会に意見を述べることを所掌事務とする。 

 （構成） 

第３条 委員会は、教育に関し学識経験を有する者の中から、教育長が委嘱する３名

の委員をもって構成する。 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱した日の属する年度までとする。 

 （運営） 

第５条 委員会には、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選により定める。 

３ 委員会は、必要に応じて委員長が召集する。 

４ 委員会は、審議のために必要があるときは、関係者の出席を求め、意見を聴取す

るほか、資料の提出を求めることができる。 

 （庶務） 

第６条 委員会の庶務は、教育委員会事務局が行う。 

   附 則 

１ この要綱は平成２１年４月１日から施行する。 

２ 最初の委員会は、第５条第３項の規定にかかわらず、教育長が召集する。
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資料２ 

 

教育行政評価委員会の構成 

 

     委 員 長  稲 毛 保 夫  (現 社会教育委員委員長) 

     副委員長  藤 田 敏 子  (現 町女性連絡協議会会長) 

     委  員  飯 村 明 史  (現 町ＰＴＡ連合会会長) 

 
 
 
 
 
資料３ 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 
〔昭和 31 年 6 月 30 日法律第 162 号〕  

改正 平成 19 年 6 月 27 日法律 97 号（施行 平成 20 年 4 月 1日）  

改正 平成 26 年 6 月 20 日法律 76 号（施行 平成 27 年 4 月 1日）  

 

 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により

事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況につい

て点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出する

とともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。 
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資料４ 

 

平成２９年度 教育行政執行方針 

 
 平成２９年第１回定例町議会の開会にあたり、上富良野町教育委員会の教育行政執

行にかかわる主要な方針について申し述べ、町議会をはじめ町民の皆様のご理解とご

支援をお願い申し上げます。 
 
■  はじめに 

近年、我が国では、少子高齢化の進行や人口減少社会の到来、グローバ

ル化の進展や情報通信技術の発達が社会のあらゆる領域に様々な変化を

もたらしています。地域の発展を支える教育の役割がますます重要となる

中、「人と人との支え合い」や「ふるさとを愛する心」、「子どもたちの主体的な行

動」、「優しく人を思いやる心」は、本町の教育がめざす原点であると考えており

ます。 
このような認識のもと、「上富良野町教育振興基本計画」と「第８次社会教育中

期計画」及び「町教育大綱」の重点施策を積極的に推進し、「明るく、笑顔」があ

ふれる教育行政に取り組んでまいります。 
 また、「総合教育会議」を通して、町長と教育委員会が教育に対する思いを共有

し、一体感とスピード感を大切にします。 
本年は、草分地区に先人の鍬が入って 120 年、明るく豊かな郷土づくりを目指

した町民憲章制定から 50 年という節目の年にあたり、教育に携わるすべての関係

者が、それぞれの役割と責務を自覚し、教育行政の推進に努めてまいります。 
 

■ 学校教育の推進 

学校教育においては、本年度も「夢ひろげ、たくましく未来を切り拓く児童生徒

の育成」を基本方針に、「確かな学力と豊かな心やたくましい体の育成」、「開かれ信

頼される学校づくりの推進」、「人間力を磨く教師の育成」、「教育条件整備の充実」の

目標達成に向けて推進してまいります。 
特に、保護者・地域・学校が連携し、地域とともにある学校をめざす、コミュニテ

ィ・スクール導入に向けての準備検討を進めてまいります。 
 
「確かな学力の向上」につきましては、全国学力・学習状況調査が、小学校の国語・

算数においては正答率で全国平均を下回りましたが、中学校の国語では全国平均程度、

数学では全国平均より高い傾向が続いております。 
各学校では、全国学力・学習状況調査や様々な検査等の分析から「確かな学力の育

成プラン」を作成し、学力向上の目標を設定するとともに、日常の学習における具体

的方策を全校体制及び小中学校が連携して進めてまいります。 
また、教員の授業力向上に向けて「先進校への研修視察」や「公開研究会」の開催

などに継続して取り組んでまいります。 
本年度も、北海道教育委員会と連携し、全国学力・学習状況調査において、国語、

算数・数学の平均点が全国平均以上となることを目標に、児童生徒の学力向上に取り

組んでまいります。 
 
「豊かな心の育成」につきましては、自らを律し、責任感や規範意識をもち、思い

やる心など、本町の子どもたちに定着している「豊かな心」を育む教育を一層推進し

てまいります。 
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そのために、平成２８年度から特別の教科として位置づけられた道徳の充実を図る

とともに、保護者等への授業公開に努め家庭と連携した取り組みを進めてまいります。 
また、総合的な学習の時間や特別活動の充実、ふるさと学習や職場体験学習など、

多様な体験活動を通して、子どもたちの豊かな人間性や社会性を育む教育に努めてま

いります。 
 
「たくましい体づくり」につきましては、「全国体力運動能力、運動習慣調査」か

ら小学校、中学校の男女ともに体力合計点で全国平均を上回る結果となりました。 
また、質問紙からも「運動やスポーツが好き」な子どもたちが全国平均を大きく上

回っています。このことは、体育の授業や部活動など学校全体での取り組みの充実が

体力の向上につながっていると考えられます。 
健康でたくましい体をつくるには、正しい生活習慣と望ましい食生活を身に付ける

ことが重要です。そのために、保健福祉課の食育推進計画との連携や栄養教諭による

食育と健康な体づくりの指導を学校や家庭などの協力を得て推進してまいります。 
また、学校と PTA 等の連携による、児童生徒の基本的な生活習慣のより一層の定

着を図ります。 
アレルギーなどの健康問題などにつきましては、学校生活管理票を活用し、保護者、

学校、医療機関による一層の連携を図り、その予防に努めてまいります。 
 

児童・生徒の指導等につきましては、全国的にいじめや不登校、虐待・自殺・体罰・

ネットトラブルなどの問題が依然としてあとをたたない現状があります。 
本町においては、学校・家庭・地域と関係機関の連携によって、事例は少ない状況

にありますが、それぞれの問題は、身近なことであるという強い認識を学校全体で確

認し、教育相談の実施や相談体制の充実を図ってまいります。 
「いじめ・不登校」は、日常からの未然防止、早期発見・早期対応に努めるという

意識が大切です。学校・家庭・関係機関との連携やアンケート調査の実施など、様々

な取り組みを通して「いじめ・不登校」への迅速で・組織的な対応を継続してまいり

ます。 
上富良野中学校には「心の教室相談員」と｢スクールカウンセラ―｣を引き続いて配

置するとともに、適宜、学校教育アドバイザーを学校や保護者・地域との相談に対応

させてまいります。 
また、昨年度、教育委員会内に設置した、児童生徒や保護者からのいじめなどの相

談に応じる「かみふらのあんしんライン」も活用してまいります。 
 
へき地・複式教育につきましては、東中小学校１校ではありますが、特色ある学校

づくり等への支援はもとより、少人数のよさや地域の環境を生かした教育活動を進め、

「特認校」としての魅力ある学校づくりへの支援を進めます。 
また、これまでと同様、「上川へき地・複式教育研究連盟」への支援も引き続き行

います 
 

特別支援教育につきましては、児童生徒の障がいの重度・重複化、多様化が増大し

ています。児童生徒の特性や保護者のニーズを理解し、一人一人に応じた教育を進め

るインクルーシブ教育の視点を大切にした特別支援教育を進めることが大切です。 

そのためには、医療や福祉関係と連携した早期からの教育支援体制を充実し、合理

的配慮に基づいた基礎的環境の整備や保護者との合意形成を大切にした、教育相談の

充実に努めてまいります。 

本年度も、個別の指導や交流及び共同学習の充実にむけ、上富良野小学校と上富良
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野西小学校、上富良野中学校に「特別支援教育指導助手」を引き続き配置します。 
また、上富良野小学校に設置しています、言語通級指導教室（ことばの教室）への

支援を通し、通常学級に在籍している児童の困り感の改善を図ってまいります。 
さらに、「上富良野町特別支援教育連絡協議会」や「教育支援委員会」においては、

関係者の連携や研修を通した指導の充実、自立や進路・社会参加への支援を積極的に

行ってまいります。 
 

学校の危機管理につきましては、昨年８月台風１０号による南富良野町、十勝管内

の町村において河川等の氾濫という大きな被害がありました。 
このことは、本町においても起こりうる、重大な自然災害と考えます。日常的に防

災の管理体制を点検し、異常気象による緊急事態に対する児童生徒への安全対応、十

勝岳の噴火発生時の対応及び連絡など、関係機関との共通理解を図り継続して取り組

んでまいります。 
児童生徒の登下校時の安全につきましては、「通学路安全推進会議」や住民会・町

内会による登下校時の「見守りパトロール」、「青少年健全育成をすすめる会」、「防災

無線・安全マップの活用」など、地域総ぐるみでの見守りに努めてまいります。 
また、子どもたちが多くの時間を過ごす学校生活が、より安全で安心できるものに

なるよう、避難訓練や防犯訓練などを行い、安全意識の定着に努めてまいります。 
併せて、教職員や関係機関による巡視や様々な情報を共有し、子どもたちにかかわ

る事故の防止に最善を尽くしてまいります。 
 
教育環境の整備等につきましては、上富良野中学校特別教室棟の改築及び改修を行

います。 
また、上富良野中学校体育館の暖房機器更新の実施設計、東中小学校の暖房機更新

など学校環境の整備とともに、教材備品の拡充を図り学習環境の整備にも継続して取

り組んでまいります。 
教育費の保護者負担については、経済的理由による就学援助を継続するとともに、

小学校の算数セットをこれまでの個人負担から学校備え付け教材として整備を実施

するなど保護者の負担軽減に努めてまいります。 
 
学校給食につきましては、本年度も衛生管理と食材の安全管理に努め、新鮮な地元

産の食材を活用し、顔の見える学校給食の提供に努めてまいります。 
年７回「お弁当持参の日」を各学校で設定し、食への関心を高めることや感謝の心

を育んでまいります。 
また、栄養教諭などによる食の正しい知識や望ましい食習慣を身に付ける食育指導

を学校や関係機関と連携して取り組んでまいります。 
 
国際理解教育につきましては、英語教育の充実に向け、昨年８月から外国語指導助

手（ALT）1 名を採用し、これまでの 1 名とあわせて、２名体制での英語、外国語活

動を実施しているところです。 
この、２名の外国語指導助手による新たな体制については、英語・外国語活動推進

委員会において児童生徒への英語への興味・関心の高まり、ネイティブの発音に慣れ

ることを目標とした、小・中学校への配置や効果的な指導のあり方について、さらに

検討・推進を図ってまいります。 
本年度も、引き続きこども園・保育園・上富良野高校への派遣も含め、国際理解教

育の総合的な推進に努めてまいります。 
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姉妹校交流推進事業につきましては、平成９年７月の「上富良野西小学校」と三重

県津市の「安東小学校」の姉妹校提携調印以来２０年目を迎え、本年度は、上富良野

西小学校から安東小学校への訪問が予定されており両校の交流をさらに深めてまい

ります。 
 

道立上富良野高等学校の振興につきましては、中学卒業生の減少や進路希望が多様

化するなど、今まで以上に生徒の確保が難しく、存続が常に危ぶまれる状況でありま

す。 
上富良野高等学校では、きめ細やかな学習指導や進路指導などの教育や町内事業所

の協力を得て行っている「生きる力」を養うキャリア教育に継続して取り組んでおり

ます。 
本年度も引き続き通学交通費や下宿代、就学支援金、入学準備金の助成を行うとと

もに、新たに資格取得補助に「介護職員初任者研修」受講料補助を加え、支援の拡充

を図ってまいります。 
さらに、「上富良野高校教育振興会」、「上富良野高校サポーターズクラブ」、「上富

良野高校野球部を応援する会」や地元関係各位のご協力をいただき、地元高校存続に

取り組んでまいります。 
 
■ 社会教育の推進 

社会教育の推進につきましては、町民一人ひとりに、生涯にわたって自主的に学ぶ

機会を提供し、町社会教育基本方針に掲げる「豊かな心と健やかな体を育み、うるお

いのある地域づくりをめざす生涯学習」の推進に向けた取り組みを進めてまいります。 
 そのために、第８次社会教育中期計画に掲げる 6 領域 8 分野 16 項目に基づき国や

北海道の施策と連携し、家庭・学校・地域社会のそれぞれが持つ教育機能の充実と連

携・融合を進めてまいります。 
 

家庭と地域の教育力向上につきましては、家庭における子どもたちの人格形成に必

要な「基本的生活習慣」と「調和のとれた心身」を育むことが教育の原点であります。 
このことから、「早ね・早おき・朝ごはん」運動や「生活リズムチェックシート」

の活用などを通して、食事や睡眠などの大切さの理解と「親子の絆」や「健やかな子

育て」の向上をめざして多様な学習機会や情報提供に努めてまいります。 
また、子育て支援の推進を基本に放課後に「安全で楽しく安心して過ごせる居場所」

としての放課後事業「放課後クラブ」「放課後スクール」を引き続き実施するととも

に、活動内容の工夫充実に努めてまいります。 
 
青少年の健全育成については、「青少年健全育成をすすめる会」や「子ども会育成

協議会」、「学校支援ボランティア」などの教育関係団体との活動を通じて、地域と学

校、教育機関が連携しながら青少年が健やかに育つ環境づくりを進めてまいります。 
また、子どもセンターなど関係機関と連携を図り、講演会や研修会の学習・交流活

動などを進め、明るく安心して子育てができる家庭環境づくりをめざしてまいります。 
 
生涯学習活動の推進につきましては、幼児から青少年・成人・高齢者まで生涯にわ

たる各世代の学習活動の充実と推進を図ってまいります。 
青少年教育については、子ども会やスポーツ少年団、青少年団体協議会などの自主

的活動を尊重し支援する中でスポーツ及び文化活動の推進を継続していきます。 
また、青少年のリーダーや仲間意識を育むよう「なかよしサミット」「通学合宿」

を開催するほか、子ども会事業と連携したジュニアリーダーの育成を進めてまいりま
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す。 
成人については、自主的な学習活動への支援と各種講座の開設をはじめ、女性学級

による学習機会の提供に取り組むほか、女性連絡協議会の活動に支援を行ってまいり

ます。 
高齢者については、「若く老いよう」を合言葉にした「いしずえ大学」の学びの機

会を充実していくとともに、生きがいづくりとボランティア活動の促進を図ってまい

ります。 
 今後も、成人者や高齢者の方々が培った知識や技能を各種の学習活動や体験活動に

活かし伝えていくなど、積極的にかかわりを持ちながら学びあい支え合う人づくり・

町づくりを進めてまいります。 
 
スポーツの振興につきましては、人格の形成、体力の向上や心身の健康増進を図る

とともに、私たちに多くの夢や感動・楽しみをもたらし、活力に満ちた社会を形成す

るうえで欠かすことのできない大切な役割を果たしております。 

そのため、それぞれの体力や年齢に応じた多様なスポーツや体力増進に取り組むこ

とができるよう、スポーツ推進委員及びスポーツ団体と協力して各種スポーツ大会を

開催するほか、指導者の育成支援を行ってまいります。 

また、開基 120 年記念として、町民ふれあいスポーツ大会を充実するとともに、夏

期巡回ラジオ体操を開催してまいります。さらに体育協会創立 50 周年記念事業への

助成を行うなど、町民の参加機会を創出しながらスポーツ活動を推進してまいります。 
 

文化芸術の振興につきましては、人々の心に安らぎとうるおいをもたらすことを目

標に、文化団体や愛好者と連携し、優れた芸術・芸能・文化にふれる機会の充実を図

ってまいります。 
また、町民芸術鑑賞事業として、幼児及び小学生のほか広く町民が鑑賞の機会に触

れられる芸術鑑賞会を実施するとともに、文化活動に参加する機会拡充のため、引き

続き文化教室を開催し、文化芸術活動を支援してまいります。 
さらに、町民の皆様が心の豊かさを求めて活動を行っている文化芸術活動団体の発

表の場として総合文化祭を開催し、その発表の機会を支援するとともに、地域文化の

継承・発展をめざしてまいります。 
 

図書館の運営については、各世代の読書に親しむ環境づくりが重要であることから、

一般書の整備拡充を図るとともに、子ども読書推進計画に基づき児童書購入による蔵

書の充実や研修会の開催に努めてまいります。 
また、読書スタンプ帳の発行や図書館での読み聞かせ会、移動図書活動を継続し、

子どもたちの読書への関心を高めるとともに、親子が絵本に親しみ読書活動が促進さ

れるよう、新たに 7 か月児を対象に保護者が選んだ絵本を贈る「すくすく絵本（はじ

めての読書推進事業）」に取り組んでまいります。 
さらに、ボランティア団体によるこども園・保育園・小学校、乳幼児健診での読み

聞かせ活動の支援と各年齢期に応じた推薦図書ガイドブックの配付を行ってまいり

ます。 
また、開基 120 年の節目を迎え、開拓の歴史を伝え学ぶ教材として、紙芝居の製作

を進めてまいります。 
 

郷土館の運営については、郷土学習に活用が図られるよう郷土館ホームページの収

蔵資料による情報提供や町内の指定文化財等郷土歴史を探訪する研修会、総合文化祭
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に十勝岳ジオパーク構想と連携した「特別展」を開催し、多くの皆様に郷土の歴史な

どについての知識や造詣をさらに深めていただけるように努めてまいります。また、

十勝岳ジオパーク構想の取り組みを学び普及できるよう展示を工夫してまいります。 
また、町民の歴史学習の機会の充実と観光客への対応のため、日曜日と祝日の臨時

開館と開拓記念館の開館期間中の祝日の臨時開館を継続するとともに、開拓記念館は

開館から 20 年の節目を迎えることから、多くの方々に親しまれるよう関係団体と連

携協力した記念事業を開催してまいります。 
 
社会教育の基盤整備につきましては、町民の社会教育活動の核となる施設の整備と

して、東中会館の暖房設備と屋根の改修、社会教育総合センターの引込高圧ケーブル

更新改修、Ｂ＆Ｇ海洋センターのろ過器交換及び屋根塗装工事などの整備を行ってま

いります。 
また、利用者ニーズの多様化に対応するため、各団体や地域のご意見を伺う中で、

維持管理の向上と有効利用が図られ、多くの方々が安全で安心して利用できる環境づ

くりに努めてまいります。 
 

■ おわりに 
以上、平成２９年度の教育行政の執行に関する主要な方針について申し上げました。 
十勝岳の自然豊かな地域素材や人材を生かし、家庭・学校・地域が一体となった教

育活動を大切にし「次代を担う豊かな人づくり」の推進に全力で取り組んでまいりま

す。 
町民の皆様並びに議員各位のご支援とご協力をお願い申し上げまして、教育行政執

行方針といたします。 
 

平成２９年３月８日 
上富良野町教育委員会  


